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制作・発行元
菊池市役所市長公室
〒861-1392
熊本県菊池市隈府888番地
TEL：0968(25)7252
FAX：0968(25)2322
▼ホームページ  
http://www.city.kikuchi.lg.jp
▼市長メール  
mayor@city.kikuchi.lg.jp
▼広報メール  
kouhou@city.kikuchi.lg.jp

菊文館 菊池市文化会館
菊老福 菊池老人福祉センター

児童セ 児童センター
西部セ 西部市民センター
菊中図 菊池市中央図書館
菊中公
菊福館

菊池市中央公民館
菊池市福祉会館

旭憩家 旭志老人憩いの家
旭　公
旭　図

旭志公民館
旭志図書館

泗支所 泗水支所
泗　公 泗水公民館

泗　ホ
泗　図

泗水ホール
泗水図書館

七多セ七多セ七多セ

菊市所 菊池市役所本庁舎
七支所 七城支所

七城多目的研修センター
七　公
七　図

七城公民館
七城図書館

七総Ｇ 七城総合グラウンド
旭支所 旭志支所

七多セ

○内の数字は掲載ページ。イベントの最新情報はホームページをご覧ください。

制作・発行元

日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat

1
◆菊池のどんぶり
スタンプラリー
～12/31まで　市
内対象12店舗
◆きくちあいすキャ
ンペーン�　
～9/30まで　対象
８店舗

2 3 4
●３歳児健診
13：10～13：30

（受付）菊文館
■弁護士相談
9：00～正午

（要予約）七多セ

5
◆すくすく講座�
１０：3０～1１：３0
児童セ
●３・４カ月児健診
13：10～13：30

（受付）西部セ

６ 7
◆第68回社会を明
るくする運動菊池
市集会　９：3０～正
午菊文館
●中央おはなし会
10：30～菊中図

■行政無料相談
10：00～正午
七多セ
■窓口延長

（各種証明書の発行）
～２０：００菊市所

8 9
●育児相談
9：30～10：30

（受付）西部セ

10
■年金出張相談
９：30～1５：０0

（要予約）菊市所
●６・７カ月児健診
13：10～13：30

（受付）旭憩家

11
■窓口延長

（各種証明書の発行）
～２０：００菊市所

12
◆わくわく健康セ
ミナー�
１０：0０～七城温泉
ドーム
◆すくすく講座�
１０：3０～1１：３0
児童セ
●３・４カ月児健診
13：10～13：30

（受付）旭憩家

13 14
●おはなしのもり
10：30～菊中図
●英語でおはなし会
14:00～菊中図
●しすいっ子童話
会のおはなし会
11：00～泗　図
◆空き家対策セミ
ナー�　１３：3０～
１５：００菊中公

15
●おたのしみ会
14：00～泗　図

16海の日 17
●６・７カ月児健診
13：10～13：30

（受付）西部セ
■男女共同参画専
門委員相談�
13：30～16：30

（要予約）菊市所

18
■定期普通救命講習
�９：00～１２：００　
北消防署
■弁護士相談
9：00～正午

（要予約）菊市所
■年金出張相談
9：３0～1５：00

（要予約）菊市所
■行政無料相談
10：00～正午
菊市所

19
◆すくすく講座�
１０：3０～1１：３0
児童セ
●1歳6カ月児健診
13：10～13：30

（受付）泗支所

20 21
◆夏だ！川だ！サンサ
ンサマー！�

（要予約）９：００～
菊池少年自然の家
●古文書・古写真受
入日　
９：００～１７：００菊中図
◆科学の祭典�　
１０：００～１４：００　
菊文館
●中央おはなし会
10：30～菊中図
●旭志おはなし会
13：30～旭　図

■オストメイト医療
相談会�　１３：３０
～１５：３０　山鹿市
民医療センター
●古典を楽しむ会
14：00～泗　図
◆やながわ夏まつ
り�　１７：００～　
九州柳河精機㈱内
グラウンド
◆正観寺地蔵祭り
�　１７：3０～　正
観寺地蔵堂

◆三味線コンサー
ト⑰　14：00～１５：
００菊中図
■窓口延長

（各種証明書の発行）
～２０：００菊市所

22
◆軽トラ朝市　歩
き愛です同時開催
７：００～正午　
迎町・中央通・立町
◆竜門ダムフェス
タ・菊池ふれあいレ
ガッタ�
９：４５～１６：００　竜
門ダムエントラン
ス広場、班蛇口湖
一帯

23
●育児教室
9：30～10：00
西部セ

24
■年金出張相談
9：３0～1５：00

（要予約）菊市所
●七城おはなし会
11：00～七　図
●２歳６カ月児歯科
健診 13：10～13：
40（受付）菊文館
■もの忘れ相談会�
１３：３０～１６：００

（要予約）菊市所

25
●３歳児健診
13：10～13：30

（受付）菊文館
■認知症介護家族
のつどい�
13：30～15：30
菊老福
■窓口延長

（各種証明書の発行）
～２０：００菊市所

26
◆すくすく講座�
１０：3０～1１：３0
児童セ
●1歳6カ月児健診
13：10～13：30

（受付）泗支所

27
●おはなしの部屋
11：00～泗　図
◆童話発表会⑰
13：30～17：10
菊文館

28
◆夏だ！川だ！サンサ
ンサマー！�

（要予約）９：００～
菊池少年自然の家
●おはなしのもり
10：30～菊中図
●しすいっ子童話
会のおはなし会
11：00～泗　図
■大人の学び＆カフェ
⑰17：00～菊中図

■納税相談夜間窓
口�　～31日まで
～20：00菊市所

29 30
◆きくち楽習大学
�　８：５0～菊市所

31 8/1
◆子ども司書体験
講座⑰9：30～正午
菊中図
●３歳児健診
13：10～13：30

（受付）菊文館
◆第20回熊日旗菊
池市民ナイター野
球大会　菊池公園
多目的グラウンド

8/2
◆子ども司書体験
講座⑰9：30～正午
菊中図
●３・４カ月児健診
13：10～13：30

（受付）旭憩家

8/3 8/4
◆親子新聞教室⑰
13：３0～菊中図
◆きくち夏まつり⑧
17：０0～　県北広
域本部特設会場
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情報と元気を発信するマガジン

広報きくち

編
集
後
記

▼
レ
ジ
ェ
ン
ド
な
前
任
の
置
き
土

産
（
7
年
連
続
全
国
表
彰
）
の

せい

お
か
げ
で
、
有
り
難
く
も
全
国
広

報
広
聴
研
究
大
会
（
新
潟
）
に
出

席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
斬

新
な
企
画
や
目
を
引
く
写
真
、
多

種
多
彩
な
広
報
担
当
者
の
話
な
ど
、

大
変
た
め
に
な
る
研
修
で
し
た
。

つ
ま
り
今
月
口
内
炎
の
出
る
幕
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。　
　
今
林

▼
今
月
の
特
集
は
、
過
去
の
写
真

や
資
料
が
テ
ー
マ
。
古
写
真
を
前

に
、
過
去
の
記
憶
を
話
す
人
た
ち

の
生
き
生
き
と
し
た
表
情
が
忘
れ

ら
れ
ま
せ
ん
。
菊
池
電
車
、
廃
線

前
に
乗
り
た
か
っ
た
な
。
▼
表
紙

の
写
真
を
撮
影
直
後
、
し
ぶ
き
で

私
も
泥
人
間
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま

し
た
。
自
分
の
身
よ
り
も
カ
メ
ラ

を
死
守
。　
　
　
　
　
　
　
伊
藤

▼
再
建
さ
れ
た
野
間
口
の
地
蔵
堂
。

お
話
を
伺
う
と
、
大
工
さ
ん
が
皆

さ
ん
の
想
い
を
受
け
て
一
生
懸
命

建
て
て
く
れ
た
と
の
こ
と
。
ま
た
、

こ
こ
は
皆
さ
ん
の
幼
少
時
代
の
遊

び
場
で
、
ラ
ジ
オ
体
操
も
し
よ
っ

た
よ
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
地

域
に
大
人
に
な
っ
て
か
ら
も
記
憶

に
残
る
思
い
出
の
場
所
が
あ
る
っ

て
す
て
き
で
す
ね
。　
　
　
吉
良

特 集

市民と作るまちの資料館
～デジタルアーカイブ～



Contents ～今月号の掲載項目～Contents ～今月号の掲載項目～

5 月末の人の動き
人　口 前月比

総人口：49,204 人 30
　 菊池：24,538 人 31
　 七城： 5,285 人 －13
　 旭志： 4,593 人 －1
　 泗水：14,788 人 13
男　性：23,594 人 4
女　性：25,610 人 26
世　帯： 19,143 世帯 65

年齢別人口 
0 ～
14 歳 6,461 人 13%

15 ～
64 歳 27,049 人 55%

65 歳
以上 15,694 人 32%

Contents ～今月号の掲載項目～Contents ～今月号の掲載項目～
３ 菊池人  木村義章さん

４ 記憶を記録する ～デジタルアーカイブ～

８
９

きくち夏まつり　若龍誕生祭
第2回 菊池一族と延寿鍛治展

１０ シリーズ日本遺産

１１ 2019年大河ドラマ
「いだてん」の撮影が行われました

１２
1３

平成30年度国民健康保険税
国民年金情報

1４
健康だより
熱中症は予防が大切
マダニの感染症に注意しましょう！／年に１回健康チェック！健康診
断を受けましょう／歯ッピーキッズ

１６
１７

文芸きくち
ＫｉＣＲＯＳＳだより

１８
１９

人権・同和教育シリーズ
わいふ一番館だより／交流の絆～姉妹友好都市通信
ふるさと緑の便り 菊池グリーンツーリズム
韓国発見シリーズ こんにちは金です

2０

～

２９

情報つう
▼お知らせ
医療費の一部負担金が免除となる場合があります／新しい保険証
を送ります／テレビ映像に障害が出た場合はお問い合わせくださ
い／ルールを守って！無人航空機での農薬散布／70歳以上の人
の高額療養費の上限額が変わります／たい肥やスラリー散布の際
には対策を行ってください／林業の労働災害を防止しよう！／７月
の「税」の納期限7月31日㈫／不法投棄は犯罪です！／廃棄物の屋
外焼却は禁止されています／麦わらの焼却処理防止と有効活用の
お願い／介護予防ミニ講座／ごみの分別方法などの変更に伴う住
民説明会を開催します／市役所でもできますハートフルパスの申請・
交付／家庭でのフグ処理は大変危険です！／野良猫へ無責任にえ
さを与えないで！／食品表示制度説明会を開催します／七城リバー
サイドパーク南プールオープン
▼募集
七城リバーサイドパークプール監視員募集／しすい孔子公園夏ま
つり１・５尺玉サポーター募金／障がい者委託訓練／職業訓練コー
ス／「みどり香るまちづくり」企画コンテスト参加者募集／鹿本医
師会看護学校オープンスクール参加者募集／きくち楽習大学菊池
遺産を巡ろう／菊池市米飯官能鑑定士養成講座受講生募集／菊
池市職員採用試験／第14回夫婦の手紙・絵手紙作品募集／消防
整備士試験／泗水Ｂ＆Ｇ海洋センター小学生水泳教室受講生募集
／菊池広域連合消防本部職員採用試験／エルゴメーター、タイ式
ヨガなどの体験会を開催／平成30年度自衛官等募集
▼相談・講演講習
ひとりで悩まないで男女共同参画専門委員相談／認知症介護家族
のつどい／オストメイト医療相談会／納税相談夜間窓口を開設し
ます／もの忘れ相談会／定期救命講習（普通・上級）
▼イベント
第31回きくち童謡唱歌祭／わくわく健康セミナー／竜門ダムフェ
スタふれあいレガッタ大会／水の日記念シンポジウム／未就学児
のためのすくすく講座／エビ釣り体験開催！／夏だ！川だ！サンサン
サマー！／きくちあいすキャンペーン
市民の広場

３０
３１

高校魅力化全力通信
菊池っ子だより

３２
３３

地域おこし協力隊通信
ロアッソ熊本を応援しよう！

3４ TOPICS～まちの話題～
３８
３９

市長からのメッセージ／休日在宅当番医
ハッピーバースデー

　菊池一族は、平安時代の後半から戦国時代の頃
（1070年～1532年）まで約450年もの間、菊池
地方を中心に栄えた武士の一族です。
　最盛期には、九州一円に影響力を及ぼすほどの
勢力を持った菊池一族。源氏物語、蒙古襲来絵詞、
太平記など、名だたる書物にその足跡を刻み、中
央にまでその名を轟かせた九州の一大豪族でした。
　一族のたどった歴史を詳しく伝えるほか、2018
年 NHK 大河ドラマ「西郷どん」の主人公、西郷隆
盛と菊池一族の関係を紹介する特集記事など、歴
史ファンに楽しんでもらえるコンテンツをそろえて
います。ぜひご覧ください。
▼「菊池一族」特設サイト
http://www.city.kikuchi.lg.jp/ichizoku/

←「菊池一族」特設サイト
　QRコード

【問い合わせ先】
生涯学習課社会教育係
☎0968（25）7232

菊池一族 検 索

「菊池人」
希望者を募集します
　 新 し い こ と に 挑戦 し て い る
人、伝統を受け継いでいる人など、
菊池で頑張っている人を募集し
ます。本市在住であれば自薦・他
薦は問いません。詳しくは市長
公室までお問い合わせください。

問い合わせ先
　市長公室広報交流係
　☎ 0968（25）7252

自然に生かされ
今がある

31 2

　
「
今
日
は
小
雨
も
降
っ
て
ア
ジ
サ
イ
日
和
。

き
れ
い
に
咲
い
て
い
る
よ
」。
92
歳
と
思
え

ぬ
軽
快
な
足
取
り
で
案
内
す
る
先
に
は
丹
精

込
め
て
育
て
た
色
と
り
ど
り
の
ア
ジ
サ
イ
が

並
び
、道
行
く
人
を
楽
し
ま
せ
て
い
る
。「
無

事
に
咲
い
て
く
れ
る
と
元
気
が
出
る
。
人
に

喜
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
が
生
き
が
い
だ
ね
」

　

高
校
卒
業
後
に
鹿
児
島
農
林
専
門
学
校

（
現
鹿
児
島
大
学
）
に
進
学
し
た
が
時
代
は

戦
争
真
っ
只
中
。
陸
軍
部
隊
に
所
属
す
る
も

「
沖
縄
方
面
に
配
置
さ
れ
る
予
定
が
船
の
都

合
で
出
航
で
き
な
く
て
。
そ
の
ま
ま
本
土
で

終
戦
を
迎
え
、
戦
地
へ
赴
く
こ
と
は
無
か
っ

た
」
と
し
み
じ
み
振
り
返
る
。
終
戦
後
は
高

校
教
師
を
経
て
熊
本
県
庁
へ
。
定
年
を
機
に

所
有
す
る
山
で
林
業
を
開
始
す
る
と
と
も
に
、

庭
い
じ
り
に
精
を
出
す
日
々
を
送
っ
た
。

　

タ
ケ
ノ
コ
堀
り
に
茶
摘
み
、
梅
の
実
の
収

穫
、
栗
拾
い
。
春
は
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
が
彩
り
、

秋
は
見
事
な
紅
葉
が
照
ら
す
。
江
戸
末
期
に

建
て
ら
れ
た
家
屋
や
蔵
か
ら
眺
め
る
自
慢
の

庭
は
、
多
種
多
様
な
植
物
が
生
い
茂
り
季
節

の
花
が
鮮
や
か
に
咲
く
。「
庭
の
よ
う
な
狭

い
世
界
で
も
、
雄
大
な
自
然
界
の
厳
し
さ
や

美
し
さ
が
現
れ
る
。
四
季
の
移
ろ
い
や
自
然

の
力
を
感
じ
る
エ
コ
ロ
ジ
ー
な
生
活
は
、
心

も
安
ら
か
に
な
る
よ
」
と
優
し
く
ほ
ほ
笑
む
。

　

90
歳
を
超
え
、
体
力
の
問
題
も
あ
り
林
業

で
使
っ
て
い
た
作
業
車
を
売
却
。
現
在
は
無

理
な
く
で
き
る
範
囲
で
山
を
相
手
に
す
る
。

「
戦
前
に
生
ま
れ
、
陸
軍
を
経
験
し
、
戦
後

は
海
外
の
波
や
技
術
の
急
発
展
を
体
感
し
た
。

日
本
の
変
遷
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
幸
せ
な

人
生
に
感
謝
」。
人
に
笑
顔
を
届
け
る
た
め

に
、
ま
だ
花
を
咲
か
せ
続
け
る
つ
も
り
だ
。

Profile　きむら・ぎしょう
大正14年８月１日生まれ。県庁を退職後、
近年まで林業に従事。人を喜ばせたい
一心で所有する土地や山に緑を植えて
いるほか、募金やボランティアなどの社
会貢献活動にも熱心に取り組む。若い頃
は登山が趣味だった。稗方区在住。92歳。

1_さまざまな植物に囲まれた自慢の庭。「山で拾った種を植えています。なるべく手を
加えない自然な姿が理想」 2_ヤマザクラや紅葉は、自分の山に自生する稚樹を移植し
て成長を見守ったもの 3_大好きな盆栽を愛おしく見つめる

緑を愛する

木村 義章さん

今月の表紙
福本一区の水田で６月10
日に開催された「第２回ど
ろんこ体育大会」。地域を
盛り上げようと、住民主導
で企画しています。親子
そり引きやビーチフラッグ、
綱引きなどが行われ、大
人も子どもも泥まみれに
なりながら見せる満面の
笑みが印象的でした。
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上 _ 戦時中（昭和15年頃）に旧清泉小学校で執り行われた出征兵士
の村葬。校舎前に写るモクセイの木は七城温泉ドームのシンボルと
なっている 下_昭和61年2月15日、広瀬駅に停車する菊池電車の最
終列車。この日を最後に御代志から菊池までの区間が廃線になった

浴衣姿の男性たちの背景に見える建物は、横
町に昭和中期まで存在した芝居小屋「桜座」。
まだ解明されていない点が多い（大正時代末
～昭和時代初期の撮影）

る
古
写
真
を
集
め
続
け
る
坂さ

か

本も
と

博ひ
ろ
し

さ

ん
（
高
野
瀬
）。
写
真
を
基
に
ま
ち

の
歴
史
を
ひ
も
と
く
活
動
を
し
て
い

ま
す
。「
背
後
の
建
物
は
、
か
つ
て

菊
池
に
存
在
し
た
芝
居
小
屋
の
桜
座
。

建
造
時
の
写
真
が
ほ
ぼ
残
っ
て
い
な

い
の
で
、
と
て
も
貴
重
で
す
。
ま
た
、

写
真
を
よ
く
見
る
と
２
台
の
車
が
並

び
ま
す
。
自
転
車
で
す
ら
高
級
品
で

庶
民
は
手
が
出
な
か
っ
た
時
代
。
当

時
の
菊
池
の
繁
栄
ぶ
り
も
読
み
取
れ

ま
す
」

　
と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
貴
重
な
情

報
を
持
つ
写
真
や
資
料
が
、
そ
の
価

値
に
気
づ
か
れ
な
い
ま
ま
失
わ
れ
る

ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
持
ち
主
の
高
齢
化
に
加
え
、
家
の

建
て
替
え
や
引
っ
越
し
、
家
主
の
代

替
わ
り
に
よ
る
荷
物
整
理
。
さ
ら
に

は
終
活
や
断
捨
離
で
捨
て
ら
れ
た
り

行
方
不
明
に
な
っ
た
り
し
て
し
ま
う

ケ
ー
ス
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

「
ま
ち
の
記
憶
の
財
産
が
、
永
遠
に

日
の
目
を
見
な
い
ま
ま
失
わ
れ
て
い

る
。
今
残
さ
な
い
と
郷
土
の
歴
史
が

失
わ
れ
、
取
り
返
し
が
つ
か
な
く
な

る
の
で
す
。
後
世
に
記
録
を
残
す
重

要
性
を
、
市
民
に
理
解
し
て
も
ら
い

た
い
」
と
坂
本
さ
ん
は
警
鐘
を
鳴
ら

し
ま
す
。

い
ま
す
が
、
記
録
の
聞
き
取
り
も
同

じ
。
そ
の
資
料
を
知
る
人
か
ら
直
接

話
を
聞
く
に
も
、
時
間
が
限
ら
れ
て

い
る
の
で
す
。
情
報
化
社
会
が
発
達

し
た
今
、
調
査
で
き
れ
ば
半
永
久
的

に
記
録
は
残
り
ま
す
。
地
域
の
歴
史

を
残
す
に
は
、今
が
勝
負
な
ん
で
す
」

地
域
の
記
録
が
消
失
の
危
機

　
浴
衣
姿
の
男
性
た
ち
が
写
っ
た
１

枚
の
白
黒
写
真
。
大
正
末
期
か
ら
昭

和
初
期
に
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
、
一

見
す
る
と
普
通
の
集
合
写
真
で
す
。

「
写
真
が
持
つ
背
景
を
調
べ
る
と
、

た
だ
の
写
真
に
見
え
て
も
実
は
重
要

な
意
味
を
持
つ
こ
と
が
あ
る
」
と
説

明
す
る
の
は
、
以
前
か
ら
地
域
に
眠

聞
き
取
り
調
査
が

価
値
を
高
め
る

　
「
写
真
や
資
料
に
背
景
や
エ
ピ

ソ
ー
ド
な
ど
の
情
報
が
加
わ
る
と
、

資
料
的
価
値
が
高
ま
り
ま
す
」
と
坂

本
さ
ん
。
資
料
所
持
者
の
高
齢
化
が

進
み
、
関
係
者
が
健
在
な
う
ち
に
聞

き
取
り
が
必
要
と
訴
え
ま
す
。

　
調
査
時
は
地
域
の
高
齢
者
一
人
一

人
を
訪
問
し
、
情
報
を
集
め
ま
し
た
。

「
人
の
証
言
は
、
ど
ん
な
情
報
に
も

代
え
が
た
い
生
き
た
情
報
で
す
。
戦

争
の
語
り
部
が
高
齢
化
と
と
も
に

減
っ
て
い
る
こ
と
が
問
題
に
な
っ
て

坂
さか

本
もと

　博
ひろし

さん（高野瀬）

森
もり

　龍
りゅう

之
し

さん
（流川）

原
はら

田
だ

俊
とし

子
こ

さん
（流川）

資金面の問題は
助成金を活用

「普通の写真」が
持つ力を実感

郷土資料収集家

実行委員

流川銀杏会（老人会）

　２月に流川公民館で開催された「ふるさと
今昔写真展」は、米

よね

岡
おか

睦
むつ

雄
お

区長（当時）ら地
域住民が主導して地区の写真約３００枚を展
示。各家庭が保管していた明治時代から現
代までの写真が並びました。
　いわゆる絶景写真は皆無で、日常を記録
した「普通の写真」ばかり。しかし、親や知
人の若い時代の写真を見つけて喜ぶ人や、
戦後すぐ顔を知らないまま亡くした母親の
写真を見つけて涙する人の姿も。各家庭に
眠っていた写真は思わぬ発見と感動をもた
らしました。

地域住民の主導で古写真を記録

あ
り
ふ
れ
た
日
常
を
写
し
た
古
写
真
。

地
域
の
歴
史
や
伝
承
を
綴
っ
た
資
料
。

人
や
街
の
日
常
を
記
録
し
た
郷
土

の
大
切
な
宝
物
が
今
、次
々
と
失
わ

れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま
ち
の
宝
物
を

守
る
た
め
に
活
動
す
る
人
を
紹
介

し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

菊
池
市
中
央
図
書
館

☎
０
９
６
８（
25
）１
１
１
１

　宝くじ事業の助成金
を申請し、開催にこぎつ
けました。住民の郷土
愛が深まり、結束も強く
なりました。他の地区
でもこのような写真展
を企画してほしいです。

　老人会メンバーで地
道に写真を集めました。
地域の人は大喜びで何
度も足を運び、地区外
からも約２００人が来場。
写真が持つ力を思い知
りました。

流川区の取り組み
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市
民
の
意
識
で
歴
史
を
守
る

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
各
種
メ
デ
ィ

ア
が
発
達
し
、
記
録
媒
体
も
デ
ジ
タ

ル
化
さ
れ
た
現
代
。
記
録
の
保
存
を

強
く
意
識
し
な
く
て
も
、
自
ず
と
後

世
に
情
報
は
残
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
し
か
し
、
以
前
の
ア
ナ
ロ
グ
時
代

の
記
録
は
意
識
的
に
残
さ
な
い
限
り
、

い
ず
れ
消
失
の
危
機
を
迎
え
て
し
ま

い
ま
す
。
明
治
や
大
正
時
代
は
も
ち

ろ
ん
、
昭
和
や
平
成
初
期
の
記
録
で

す
ら
消
え
か
け
て
い
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。

　
断
捨
離
や
終
活
の
言
葉
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
、
身
軽
な
ス
タ
イ
ル
が
も

て
は
や
さ
れ
る
現
代
。「
物
を
と
っ

て
お
く
こ
と
が
良
い
時
代
で
は
な
く

な
っ
た
」
と
話
し
た
鷲
﨑
さ
ん
の
言

葉
は
、
消
失
の
危
機
が
迫
る
資
料
の

現
状
を
現
し
て
い
ま
す
。
記
憶
を
記

録
す
る
―
。
市
民
一
人
一
人
が
過
去

の
記
録
を
後
世
に
残
す
意
識
を
持
つ

こ
と
で
、
菊
池
の
歴
史
が
失
わ
れ
ず

に
済
む
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

写
真
以
外
の
記
録
も
充
実

今
後
も
デ
ー
タ
は
増
加
予
定

　
「
保
存
が
前
提
と
さ
れ
る
文
化
財

に
比
べ
、
市
民
の
日
常
記
録
は
常
に

廃
棄
さ
れ
て
し
ま
う
可
能
性
を
は
ら

ん
で
い
る
」。
そ
う
話
す
の
は
、
中

央
図
書
館
で
郷
土
情
報
係
を
務
め
る

鷲わ
し

﨑ざ
き

有ゆ
う

紀き

さ
ん
。
市
が
持
つ
資
料
や

市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
写
真
な
ど
を

デ
ジ
タ
ル
化
し
て
い
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
事
業
は
、

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
開
館
に
伴
い
、

中
央
図
書
館
が
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。

写
真
の
ほ
か
、
合
併
前
の
４
市
町
村

が
発
行
し
た
広
報
紙
や
古
文
書
な
ど

を
登
録
。
デ
ー
タ
は
随
時
増
や
し
て

い
く
計
画
で
、
今
年
４
月
に
写
真
の

収
集
を
呼
び
か
け
る
チ
ラ
シ
を
配
布

す
る
と
、
６
月
21
日
現
在
で
９
人
か

ら
約
１
３
０
枚
の
提
供
が
あ
り
ま
し

た
。同
係
の
栗く

り

原は
ら

広ひ
ろ

子こ

さ
ん
は「
デ
ー

タ
で
記
録
す
る
こ
と
で
市
民
が
情
報

を
共
有
で
き
る
。
市
民
が
地
域
の
財

産
に
目
を
向
け
る
き
っ
か
け
に
な
れ

ば
」
と
話
し
ま
す
。

資
料
の
受
け
入
れ
も
実
施

　
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
事
業
は
毎

月
第
３
土
曜
に
資
料
の
受
付
日
を
設

け
て
い
ま
す
が
、
都
合
が
つ
か
な
い

場
合
は
問
い
合
わ
せ
に
よ
っ
て
別
の

日
に
受
け
入
れ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

資
料
は
デ
ー
タ
で
登
録
後
、
持
ち
主

に
返
却
。
栗
原
さ
ん
は
「
皆
さ
ん
が

市
が
取
り
組
ん
で
い
る
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ

ブ
事
業
。
各
家
庭
や
地
域
で
保
管
さ
れ
て

い
る
写
真
や
資
料
を
デ
ー
タ
上
で
ま
と
め

て
記
録
す
る
こ
と
で
、
半
永
久
的
に
保
存

し
、共
有
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

市のデジタルアーカイブ事業に資料を提供した人たちの声を
聞いてみました。

▼トップ画面

お
持
ち
の
資
料
は
、
ま
ち
の
宝
物
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
お
預
か
り
し
た
資

料
は
大
切
に
扱
い
ま
す
」
と
呼
び
か

け
ま
す
。

　
鷲
﨑
さ
ん
は
「
菊
池
の
外
に
住
ん

で
い
る
人
に
も
声
を
か
け
て
も
ら
え

れ
ば
。
み
ん
な
で
一
緒
に
ペ
ー
ジ
を

作
っ
て
い
き
た
い
」
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。

右 _ 取り込んだ画像はパソコンで
管理 左_提供された写真は１枚１
枚丁寧にスキャン。データ化した
あとは提供者のもとに返却

「KIKUCHI DIGITAL ARCHIVES」ホームページ
https://da.library-kikuchi.jp/

清泉村（当時）の消防団
（昭和12年撮影）

提供者の声

緒
お

方
がた

寛
ひろ

子
こ

さん（林原） 佐
さ

々
さ

木
き

章
あきら

さん（広瀬）

先祖が残した大切な写真 生活を共にした菊池電車を記録
　父と祖父は、旧清泉村（現菊池市七城町）の村長でした。当時の
村の記録写真が家に多く残っていたので、何かの役に立つならと
思い提供しました。昔の風習や戦時中の様子などを現代の人たち
に知ってもらいたいです。

　自宅は廃線になった菊池電車の広瀬駅近く。撮りためた写真は
地域のお祭りで展示していますが、電車だけではなく、背景の古
い街並みを見て喜ぶ人も多いです。今は電車を知らない世代も
多くなりました。菊池の交通を支えた雄姿を見てもらいたいですね。

▼ＱＲコード

1 隈府温泉の仮設浴場

3 竜踊り

6 吉岡・徳永両旅館7 合志川

5 東正観寺の丁子屋前

4 車道と並走する菊池電車

9 寿屋百貨店

8 中央通り商店街

鞍岳を望む牛舎

2 緒方商店

1_ベンチには金子呉服店、佐々洋服店などの屋号が見える（昭和29年） 2_現在の七城温泉ドームの向かいにあった緒方商店（昭和32年） 3_雌雄２匹の竜が舞い踊る菊池の代表的な郷土芸能の一つ（昭和40年頃） ４_広瀬にあった岩下酒店の看板が確認できる（昭和60年頃） ５_清酒菊英、安武畳店、松岡時計店、金子呉服店、中原菓子店の看板が見える ６_七城の高島橋にあった吉岡・徳永両旅館（明治33年） 7_田島付近から上流を見た合志川（昭和22年） 8_かつては歩道にアーケードがあった中央通り（昭和50年頃） 9_現在の米田産婦人科（切明）の斜め向かいに寿屋がオープン（昭和49年） 10_「広報きょくし」昭和52年１月１日号の表紙
10

◀ 

か
つ
て
福
本
に
あ
っ
た
製
紙
工

場「
泗
水
社
」の
れ
ん
が
煙
突

市
民
と
作
る
ま
ち
の
資
料
館

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

広瀬駅（昭和61年撮影）
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８
月
４
日
㈯

 

午
後
５
時
～

熊
本
県
県
北
広
域
本
部

特
設
会
場（
市
民
広
場
そ
ば
）

◆  

白
龍・若
龍・子
白
龍
神
輿
の
演
出

◆ 

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

◆ 

３
千
発
の
花
火
大
会

◆  

七
夕
飾
り・出
店

と　
き

と
こ
ろ

内　
容

「
感
謝
」そ
し
て「
未
来
」へ
―

■
募
集
内
容

　
［
白
龍
担
ぎ
手
］成
人
男
性
２
０
０
人
程
度

　
※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、お
断
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
先

　

菊
池
白
龍
会
事
務
局　

☎
０
９
６
８（
23
）１
１
１
５

■
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
観
光
課　

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
２
３

新
た
に
若
龍
神
輿
が
登
場
。
白
龍・子
白
龍
と
と
も
に
市
街
地

を
練
り
歩
き
、特
設
会
場
で
は
勇
猛
な
舞
を
見
せ
ま
す
。

商
店
街
に
は
地
元
や
有
志
団
体
に
よ
る
七
夕
飾
り
が
彩
り
を

添
え
、ス
テ
ー
ジ
で
は
、多
彩
な
出
演
者
が
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

繰
り
広
げ
ま
す
。

祭
り
を
締
め
く
く
る
花
火
大
会
で
は
、約
３
千
発
の
花
火
が
夜

空
を
光
り
輝
か
せ
ま
す
。

白
龍
担
ぎ
手
大
募
集

会場周辺は混雑が予想されます。できる限り公共交通機関での
ご来場をお願いします。

袈裟尾方面から玉
祥寺、前田橋への迂
回をお願いします。

当日の交通規制（車両通行止め）と迂回路 

■ 午前10時～午後11時
■ 午後４時30分～６時30分
■ 午後７時～９時30分

迂回路

特設会場

菊
池
一
族
を
支
え
た

「
一
族
の
魂
」
延
寿
刀

　

昨
年
夢
美
術
館
で
開
催
し
大
好

評
だ
っ
た
「
菊
池
一
族
と
延
寿
鍛

治
展
」。
今
年
は
場
所
を
菊
池
神
社

歴
史
館
に
移
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

刀
剣
を
通
じ
て
多
く
の
人
に
菊
池

一
族
の
文
化
と
歴
史
に
触
れ
て
も

ら
お
う
と
、
菊
池
観
光
協
会
と
菊

池
一
族
ま
つ
り
実
行
委
員
会
が
主

催
。
西
郷
隆
盛
と
菊
池
一
族
の
繋

が
り
も
紹
介
し
ま
し
た
。

　

延
寿
鍛
治
は
、
平
安
か
ら
南
北

朝
時
代
に
か
け
て
菊
池
を
中
心
に

栄
え
た
菊
池
一
族
の
お
抱
え
鍛
治

で
、
数
々
の
名
刀
を
生
み
出
し
て

い
ま
す
。
会
場
に
は
延
寿
刀
や『
同

田
貫
』
の
ほ
か
、
幕
末
、
尊
皇
攘

夷
派
志
士
に
愛
さ
れ
た
妖
刀
『
村

正
』
や
『
長
曽
祢
虎
（
乕
）
徹
』
な
ど
、

貴
重
な
刀
剣
が
多
数
展
示
さ
れ
ま

し
た
。

　

県
内
か
ら
は
も
ち
ろ
ん
、
北
海

道
、
東
京
、
大
阪
、
鹿
児
島
な
ど

全
国
各
地
か
ら
多
く
の
フ
ァ
ン
が

菊
池
を
訪
れ
ま
し
た
。
菊
池
姓
の

人
も
数
多
く
来
ら
れ
、
開
場
初
日

に
は
東
京
の
菊
池
さ
ん
が
一
番
乗

り
。
来
場
者
は
「
菊
池
市
の
歴
史

の
奥
深
さ
に
感
動
し
た
」「
ま
た
足

を
運
び
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲熊本県指定有形文化財指定第一号 短刀 『延寿国時」

▲

重
要
刀
剣 

太
刀
『
延
寿
国
吉
』

▲重要刀剣 刀 『小山左馬之介』（同田貫）
　 銘により菊池今村木下で同田貫が作られていたこ

とが分かる。

▲特別保存刀剣 短刀 『村正』

▲重要刀剣 脇指 『長曾祢興里入道乕徹』

第２回

３
月
31
日
か
ら
５
月
６
日

に
か
け
て
開
催
さ
れ
た「
第

２
回
菊
池
一
族
と
延
寿
鍛

治
展
」
で
は
、
全
国
か
ら

約
３
２
０
０
人
が
来
場
し
、

菊
池
一
族
と
延
寿
の
歴
史

に
触
れ
ま
し
た
。

1

5

2

6

3

7

4

▲

延
寿
宜
勝
作
の
十
文
字
槍
。

1_ 会場は菊池神社内の歴史館 2_ 妖しく光る名刀の数々 3_4月30
日には菊池八坂神社で『延寿太朗國村』の里帰り神事が行われた ４_
実行委員会や地元住民、関係者ら約30人が神事に参加 ５_ 奉納され
る『延寿太朗國村』 6_「これまできれいに保存されてきたのは、刀を
受け継いできた人たちの欠かさぬ手入れがあってこそ」 7・8_会場で
は延寿鍛治展とのコラボ商品も販売 
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問い合わせ先
生涯学習課
社会教育係

☎ 0968（25）7232

⓫

菊池川 日本遺産 検索

玉
名
干か

ん

拓た
く

の
歴
史
と
干
拓
施
設

施
設
の
中
で
、
最
も
保
存
状
態
の

よ
い
も
の
は
玉
名
市
大
浜
町
の
末す

え

広ひ
ろ

開び
ら
き

潮し
お

受う
け

堤
防
と
樋
門
、
玉
名
市

横
島
町
の
明め

い

丑ち
ゅ
う

開び
ら
き

、
明め

い

豊ほ
う

開び
ら
き

、
大だ

い

豊ほ
う

開び
ら
き

の
各
潮
受
堤
防
。
そ
の
総
延

長
は
、約
５・２
㌔
に
も
及
び
ま
す
。

　
末す

え

広ひ
ろ

開び
ら
き

樋
門
は
、
六
枚
戸
（
末

広
開
東
三
枚
戸
樋
門
・
西
三
枚
戸

樋
門
）と
二
枚
戸
（
末
広
開
二
枚

戸
樋
門
）か
ら
構
成
さ
れ
、
特
に

六
枚
戸
は
こ
の
地
域
で
最
大
級
の

樋
門
で
す
。
こ
れ
ら
の
堤
防
と
樋

門
は
明
治
時
代
中
期
に
築
造
さ
れ

た
も
の
で
、
昭
和
42
年
に
国
営
干

拓
の
潮
止
め
が
行
わ
れ
る
ま
で
第

一
線
の
干
拓
堤
防
と
し
て
農
地
を

守
っ
て
き
ま
し
た
。
全
国
に
残
る

干
拓
施
設
の
中
で
も
非
常
に
保
存

状
態
が
よ
く
、
干
拓
の
歴
史
を
物

語
る
貴
重
な
歴
史
遺
産
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
平
成
22
年
に
「
旧
玉
名

干
拓
施
設
」と
し
て
国
の
重
要
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
（
担
当
：
玉
名
市
文
化
課
）

時
代
に
な
る
と
、
許
可
さ
れ
れ
ば

個
人
に
よ
る
干
拓
も
可
能
と
な
り

ま
す
。
明
治
20
年
代
か
ら
30
年
代

に
は
主
に
地
元
の
富
裕
層
に
よ
っ

て
、
１
０
０
町
（
約
１
０
０
㌶
）

規
模
の
干
拓
地
が
次
々
と
築
造
さ

れ
ま
し
た
。
ち
な
み
に
こ
の
時
期

の
干
拓
の
費
用
は
、
全
て
事
業
者

負
担
で
す
。

　
江
戸
時
代
に
始
ま
っ
た
干
拓
は
、

現
在
ま
で
に
約
３
千
㌶
に
及
ぶ
耕

作
地
を
誕
生
さ
せ
ま
し
た
。
各
時

代
を
通
じ
て
干
拓
地
で
生
産
さ
れ

る
主
な
農
産
物
は
米
で
あ
り
、
地

域
に
大
き
な
利
益
を
も
た
ら
し
た

の
で
す
。

今
も
残
る
明
治
の
堤
防

　
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
に
か

け
て
盛
ん
に
行
わ
れ
た
干
拓
の
結

果
、
玉
名
市
内
の
各
地
に
堤
防
や

樋ひ

門も
ん

（
排
水
用
の
水
門
）が
残
さ

れ
ま
し
た
。
役
目
を
終
え
た
干
拓

　
菊
池
川
河
口
付
近
で
は
、
上
流

か
ら
流
れ
て
き
た
土
砂
が
堆
積
し
、

広
大
な
干ひ

潟が
た

が
で
き
て
い
ま
し
た
。

そ
の
部
分
を
耕
作
地
と
す
る
た
め
、

江
戸
時
代
か
ら
昭
和
42
年
ま
で
干

拓
が
断
続
的
に
行
わ
れ
、
多
く
の

干
拓
地
が
開
か
れ
ま
し
た
。
干
拓

の
地
割
も
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
で
、
堤

防
に
は
当
時
の
石
積
み
が
よ
く

残
っ
て
い
ま
す
。

清
正
公
か
ら
始
ま
っ
た
干
拓

　
加か

藤と
う

清き
よ

正ま
さ

が
肥
後
に
や
っ
て
き

て
、
玉
名
の
干
拓
が
は
じ
ま
っ
た

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
細ほ

そ

川か
わ

家
に
よ
る
海
岸
沿
い
の
小
規
模

な
開
発
が
始
ま
り
、
江
戸
時
代
後

半
に
熊
本
藩
家
老
の
有あ

り

吉よ
し

家
が
干

拓
の
権
利
を
持
つ
と
、
そ
の
規
模

は
大
き
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
有

吉
家
以
外
に
も
、
手て

永な
が

（
村
を
数

カ
村
ま
と
め
た
単
位
）や
村
で
盛

ん
に
干
拓
を
進
め
ま
し
た
。
明
治

■
大お

お

野の

下し
も

雨あ
ま

乞ご

い
奴や

っ
こ

踊お
ど

り

　
玉
名
市
岱
明
町
大
野
下
で
古
く

か
ら
行
わ
れ
て
い
る
雨
乞
い
神
事

で
、奴
姿
の
数
十
人
が
天
を
突
き
、

地
を
踏
み
固
め
て
奉
納
し
ま
す
。

と　
き　
７
月
29
日
㈰

と
こ
ろ　
大
野
下
八
幡
宮

問
い
合
わ
せ
先　
玉
名
市
文
化
課

　
☎
０
９
６
８（
75
）１
１
３
６

■
イ
デ
ベ
ン
チ
ャ
ー

　
菊
池
渓
谷
か
ら
水
を
取
り
入
れ

て
い
る
農
業
用
水「
原は

る

井い

手で

」
を

利
用
し
た
里
山
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

で
す
。

期　
間

　
９
月
23
日
ま
で
の
㈯
㈰
㈷

※
７
月
の
予
約
は
終
了
し
ま
し
た
。

集
合
場
所・問
い
合
わ
せ
先

　
き
く
ち
ふ
る
さ
と
水
源
交
流
館

　
☎
０
９
６
８（
27
）０
１
０
２

イ
ベ
ン
ト
情
報

末
広
開
樋
門（
六
枚
戸
）
明
丑
開
潮
受
堤
防

明豊開潮受堤防
明丑開潮受堤防

末広開潮受堤防

末広開樋門

江戸時代以降の干拓で生まれた菊池川河口の耕作地

撮影前には役者の立ち位置や機材の入念なチェックが行われますスタッフやエキストラが撮影準備に励みます

5月２日から４日にかけて、来年１月から放送予定のＮＨＫ大河ドラマ「いだてん
～東京オリムピック噺

ばなし

～」の撮影が永山地区で行われました。

県・市指定文化財の永山橋をバックに撮影

「いだてん」の撮影が行われました
2019年大河ドラマ

◀若き日の金
かな

栗
くり

四
し

三
そう

（写真提供：玉名市）

金か
な

栗く
り

四し

三そ
う

の
幼
少
期
を

永
山
地
区
で
収
録

　
主
人
公
・
金
栗
四
三
を
演
じ
る

中な
か

村む
ら

勘か
ん

九く

郎ろ
う

さ
ん
や
四
三
の
妻
・

春は
る

野の

ス
ヤ
役
の
綾あ

や

瀬せ

は
る
か
さ
ん
、

四
三
の
兄
・
実さ

ね

次つ
ぐ

役
の
中な

か

村む
ら

獅し

童ど
う

さ
ん
ら
が
永
山
地
区
の
住
民
や
エ

キ
ス
ト
ラ
の
皆
さ
ん
と
撮
影
に
臨

み
ま
し
た
。

　
撮
影
の
合
間
に
は
、
商
工
会
や

観
光
協
会
な
ど
か
ら
な
る
実
行
委

員
会
が
市
の
特
産
品
を
配
っ
て
Ｐ

Ｒ
し
た
り
、
永
山
地
区
の
人
々
が

ス
タ
ッ
フ
へ
地
元
郷
土
料
理
を
振

る
舞
う
な
ど
、
地
域
を
あ
げ
て
撮

影
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

菊
池
北
小
学
校
6
年
生
は
総
合
学

習
の
一
環
と
し
て
撮
影
現
場
を
見

学
。｢

映
像
に
映
ら
な
い
と
こ
ろ

で
多
く
の
人
が
働
い
て
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
早
く
い
だ
て
ん
を

見
た
い｣

と
期
待
を
込
め
ま
し
た
。

　
四
三
の
母
親
役
を
演
じ
る
宮み

や

崎ざ
き

美よ
し

子こ

さ
ん（
熊
本
市
出
身
）は
、「
畑

作
業
を
地
元
の
人
に
教
え
て
も
ら

い
助
か
っ
た
。
素
晴
ら
し
い
景
色

と
石
橋
を
、
ぜ
ひ
全
国
の
皆
さ
ん

に
見
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
語
り

ま
し
た
。

　武藤さんの家を金栗四三
の生家に改修。酒造業だった
ため、酒樽も設置されました。
武藤さんは「放送が楽
しみ。記念になりまし
た」と話しました。

　城さんはペット用に飼育しているヤギを撮
影用に貸し出しました。「ドラマに協力できて
うれしい。子どもたちもスタッフもヤギに癒
されてほしい」と話しました。区長の武藤さ
んは中村勘九郎さんに農作業を直々に指導。

「撮影に参加できてよかった。永山地区の良
さが全国に伝われば」と笑みを見せました。

武
む

藤
とう

五
いつ

枝
え

さん
（永山）

武
む

藤
とう

克
かつ

弘
ひろ

さん㊨
（永山）

城
じょう

太
たい

志
し

郎
ろう

さん ㊧
（袈裟尾）

家や敷地を提供 永山区長ヤギを提供

セットの表札▶
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問い合わせ先 健康推進課高齢者医療・年金係  ☎0968（25）72１８

　対象者には、日本年金機構から７月上旬までに「現況届」
が送付されますので、必要事項を記入し提出期限までに必
ず提出してください。
　なお、現況届に併せて診断書が必要な場合には、現況届
欄のある診断書が送られてきますので、医師に記入しても
らい期限までに提出してください。

※ 疾病によっては、レントゲンフィルムや心電図などが必要
になることがあります。

※ 自分で記入できない場合は、代理の人が受給権者の欄な
どを漏れなく記入し、「代理人署名欄」に代筆者の氏名・
住所などを記入してください。

注意　次のいずれかに該当する人は、現況届を提出する必
要はありませんので、現況届は送付されません。
①上記の年金を受け始めてから１年以内の人
②年金が全額支給停止となっている人
③ 障害基礎年金額が障がいの程度が変わったことにより改

定されてから１年以内の人

７月は障害基礎年金の現況届提出月です！
対象者　障害基礎年金の受給者で

■20歳前に初診日のある障がいにより年金を受けている人
　（年金証書の年金コード上２桁が63の人） 例：年金コード「6350」

■旧国民年金法による障害福祉年金からの移行（裁定替え）により年金を受けている人
　（年金証書の年金コード上２桁が26の人） 例：年金コード「2650」

提出期限　７月31日㈫
提出先　　健康推進課または各支所市民生活課

　国民年金保険料の納付が経済的に困難な場合、保険料
の納付が「免除」または「猶予」される制度があります。この
制度を利用することで、将来の年金受給権の確保だけでな
く、万一の事故などで障がいを負ったとき障害基礎年金の
受給資格を確保できます。

①免除（全額免除・一部免除）申請
　本人、配偶者（別居中の配偶者を含む）、世帯主それぞれ
の前年所得が一定額以下の場合や失業などの理由がある
場合、申請により保険料の納付が全額免除または一部免除
となります。
②納付猶予申請
　50歳未満の人（学生を除く）で、本人、配偶者（別居中の
配偶者を含む）それぞれの前年所得が一定額以下の場合に、
申請により保険料の納付が猶予されます。
③学生納付特例申請
　大学（大学院）、短大、高等学校、高等専門学校、専修学
校、各種学校に在学する学生などで、学生納付特例を受け

国民年金保険料の支払いに困ったら…
ようとする年度の前年の所得が基準以下または失業などの
理由がある場合、申請により保険料の納付が猶予されます。
※ ①の免除を受けた期間は将来の老齢基礎年金の額が増

額されますが、②③の納付猶予を受けた期間は老齢基礎
年金の額は増額されません。

※ この制度を利用すると、付加年金と国民年金基金は利用
できませんのでご注意ください。また、付加年金と国民
年金基金は、過去にさかのぼって加入できません。

「保険料の追納制度」をご存知ですか
　免除を受けた期間や納付猶予期間および学生納付特例
期間の保険料は、10年までさかのぼって保険料を納付でき
ます。満額の老齢基礎年金を受け取るために、生活に余裕
ができたときには納めるようにしましょう。
　ただし、免除が承認された期間の翌年度から起算して３
年度目以降は、当時の保険料に加算額が付くので早めに追
納することをお勧めします。

　

国
民
健
康
保
険
税
（
以
下
「
国
保

税
」）
は
、
皆
さ
ん
が
病
気
や
け
が

な
ど
で
保
険
証
を
使
っ
て
病
院
に
か

か
る
と
き
に
必
要
と
な
る
医
療
費
の

大
切
な
財
源
で
す
。

　

国
保
税
は
、
国
保
加
入
者
に
つ
き

算
定
し
た
医
療
給
付
費
分
の
保
険
税

（
以
下
「
医
療
分
」）
と
後
期
高
齢
者

支
援
金
分
の
保
険
税
（
以
下
「
支
援

金
分
」）、
そ
し
て
国
保
加
入
者
の
う

ち
40
歳
か
ら
64
歳
の
人
（
以
下
「
第

２
号
被
保
険
者
」）
に
つ
き
算
定
し

た
介
護
納
付
金
分
の
保
険
税
（
以
下

「
介
護
分
」）
の
合
算
額
と
な
り
ま

す
。納

税
義
務
者

　

国
保
税
の
納
税
義
務
者
は
世
帯
主

で
す
。
加
入
者
一
人
一
人
が
納
税
義

務
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
世
帯
主
が

国
保
の
加
入
者
で
は
な
く
て
も
、
家

族
の
中
に
国
保
の
加
入
者
が
い
る
と

き
は
納
税
の
義
務
を
負
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
国
保
の
加
入
者
で
は
な
い

世
帯
主
を
「
擬
制
世
帯
主
」
と
い
い

ま
す
。

　

納
税
通
知
書
な
ど
は
全
て
世
帯
主

宛
て
に
届
き
ま
す
。

平
成
30
年
度 

国
民
健
康
保
険
税

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進
課
国
民
健
康
保
険
係

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
１
８

平
成
30
年
度
の
税
率
な
ど

区　分 医療分 支援金分 介護分

所得割
（前年中の所得に応じて） 8.0％ 2.5％ 2.0％

均等割
（加入者１人当たり） 28,000円 7,800円 10,000円

平等割
（１世帯当たり） 25,000円 7,500円 7,000円

課税限度額 580,000円 190,000円 160,000円

※税額＝医療分＋支援金分＋介護分（40 歳～ 64 歳）

軽
減
適
用

　

所
得
が
一
定
基
準
以
下
の
場
合
、

均
等
割
、
平
等
割
に
つ
い
て
の
み
、

７
割
・
５
割
・
２
割
の
軽
減
措
置
が

あ
り
ま
す
。

　

所
得
申
告
を
し
て
い
な
い
場
合

は
、
軽
減
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

非
自
発
的
失
業
者
に
対
す
る

国
保
税
の
軽
減

　

倒
産
・
解
雇
・
雇
い
止
め
な
ど
、

非
自
発
的
な
理
由
に
よ
っ
て
離
職
し

た
人
は
、
国
保
税
が
軽
減
さ
れ
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。

対
象
者　
次
の
要
件
全
て
に
該
当
す

る
人
▼
平
成
21
年
３
月
31
日
以
降
に

離
職
し
た
人
▼
雇
用
保
険
の
特
定
受

給
資
格
者
、
ま
た
は
特
定
理
由
離
職

者
▼
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が
交
付
し
た
雇

用
保
険
受
給
資
格
者
証
（
離
職
コ
ー

ド
が
11
、
12
、
21
～
23
、
31
～
34
の

い
ず
れ
か
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
）

を
お
持
ち
の
人
・
離
職
日
時
点
で
65

歳
未
満
の
人

※�

雇
用
保
険
特
例
受
給
資
格
者
証
や

雇
用
保
険
高
年
齢
受
給
資
格
者
証

を
お
持
ち
の
人
は
対
象
外
で
す
。

軽
減
内
容　
非
自
発
的
失
業
者
本
人

の
前
年
の
給
与
所
得
を
１
０
０
分
の

30
と
し
て
国
保
税
を
算
定
し
ま
す
。

※�

前
年
中
の
所
得
が
確
定
し
て
い
な

い
場
合
は
軽
減
で
き
ま
せ
ん
。

軽
減
期
間　

離
職
日
翌
日
の
月
か

ら
、
そ
の
月
の
年
度
の
翌
年
度
末
ま

で
の
期
間

※�

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
す
る
な

ど
国
民
健
康
保
険
を
脱
退
す
る
と

終
了
し
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の　
▼
雇
用
保
険

受
給
資
格
者
証
▼
印
か
ん

申
請
場
所　
健
康
推
進
課
、
各
支
所

市
民
生
活
課

国
保
税
の
納
期
限

　

普
通
徴
収
（
納
付
書
ま
た
は
口
座

振
替
）
の
人
は
、
年
間
の
税
額
を
８

期
に
分
け
て
支
払
っ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
７
月
に
納
税
通
知
書
を
送
り
ま

す
。
納
付
書
で
納
め
る
人
に
は
１
年

間
分
の
納
付
書
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
納
期
ご
と
に
お
支
払
い
く
だ
さ

い
。
口
座
振
替
の
人
は
毎
月
25
日
ご

ろ
口
座
か
ら
引
き
落
と
さ
れ
ま
す
。

　

特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
の
人

（
65
歳
以
上
75
歳
未
満
の
み
の
世
帯

で
一
定
の
条
件
を
満
た
す
人
）
は
、

年
金
か
ら
天
引
き
と
な
り
ま
す
が
、

申
し
出
に
よ
り
普
通
徴
収
（
口
座
振

替
）
へ
の
変
更
も
で
き
ま
す
。

※
国
保
税
に
未
納
が
あ
る
場
合
を
除

　

き
ま
す
。

普通徴収の人の納期
第１期 ７月31日㈫ 第５期 11月30日㈮
第２期 ８月31日㈮ 第６期 12月25日㈫
第３期 10月1日㈪ 第７期 平成31年１月31日㈭
第４期 10月31日㈬ 第８期 ２月28日㈭

特別徴収の人の納期

仮徴収
４月

本徴収
10月

６月 12月
８月 平成31年２月
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熱
中
症
と
は
？

　

高
温
多
湿
な
環
境
に
長
く
い
る
こ

と
で
、
徐
々
に
体
内
の
水
分
や
塩
分

の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
体
温
調
節
機

能
が
う
ま
く
働
か
な
く
な
り
、
体
内

に
熱
が
こ
も
っ
た
状
態
を
指
し
ま
す
。

屋
外
だ
け
で
な
く
、
室
内
で
何
も
し

て
い
な
い
と
き
で
も
発
症
し
、
救
急

搬
送
さ
れ
た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は

死
亡
し
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
恐
ろ

し
い
病
気
で
す
。

熱
中
症
の
症
状

【
軽
度
】
め
ま
い
、
立
ち
く
ら
み
、

手
足
の
し
び
れ
、
筋
肉
の
こ
む
ら
返

り
、
気
分
が
悪
い

【
中
等
度
】
頭
痛
、
吐
き
気
、
嘔
吐
、

倦
怠
感
、
虚
脱
感
、
い
つ
も
と
様
子

が
違
う

【
重
度
】
返
事
が
お
か
し
い
、
意
識

消
失
、
け
い
れ
ん
、
体
が
熱
い

　

重
症
度
の
分
類
は
あ
く
ま
で
も
目

安
で
す
。
状
況
に
よ
っ
て
症
状
は
変

化
し
ま
す
の
で
、
応
急
処
置
で
良
く

な
ら
な
い
場
合
は
早
急
に
医
療
機
関

を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

高
齢
者
と
子
ど
も
は

特
に
注
意
が
必
要

　

熱
中
症
患
者
の
お
よ
そ
半
数
は
65

歳
以
上
の
高
齢
者
で
す
。
高
齢
者
は

る
こ
と
が
健
康
維
持
の
秘
訣
で
す
。

特
定
保
健
指
導
を
ご
存
知
で
す
か

　

健
診
の
結
果
、
生
活
習
慣
の
改

善
が
必
要
と
思
わ
れ
る
人
を
対
象
に
、

訪
問
指
導
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

体
の
状
態
を
知
り
、
生
活
習
慣
の
改

善
に
継
続
し
て
取
り
組
め
る
よ
う
に
、

市
や
菊
池
養
生
園
の
保
健
師
・
管
理

栄
養
士
な
ど
が
、
一
人
一
人
の
状
態

に
合
っ
た
支
援
を
行
い
ま
す
。
生
活

習
慣
を
改
善
す
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

ぜ
ひ
、
特
定
保
健
指
導
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

【 問い合わせ先 】
健康推進課健康推進係 ☎ 0968（25）7219

３
歳
児
健
診
時「
む
し
歯
な
し
」の
子

出で

口ぐ
ち

夢め

衣い　
（
○菊  

栄
町
）

中な
か

村む
ら

颯そ
う

志し　
（
○菊  

立
石
）

岩い
わ

下し
た　
玲れ

い　
（
○菊  

高
野
瀬
）

東ひ
が
し　
柊し

ゅ
う

花か　
（
○菊  

上
木
庭
）

髙た
か

野の

奏そ

來ら　
（
○菊  

杉
生
）

楳う
め

田だ

結ゆ
い

人と　
（
○菊  

野
間
口
）

西に
し

山や
ま

汰た
い

志し　
（
○菊  

野
間
口
）

山や
ま

口ぐ
ち

愛あ
い

菜な　
（
○菊  

東
原
）

西に
し

田だ

明あ
か

莉り　
（
○菊  

東
原
）

中な
か

島し
ま

千ち

嘉か　
（
○菊  

大
琳
寺
）

赤あ
か

星ほ
し

漣れ
ん

真し
ん　
（
○菊  

北
宮
）

森も
り

菜な

な々

美み　
（
○七  

大
尺
）

坂さ
か

本も
と

祐ゆ
う

菜な　
（
○七  

大
尺
）

大お
お

塚つ
か

明あ
き

征と　
（
○旭  

伊
萩
）

永な
が

田た

莉り

乃の　
（
○旭  

川
下
）

門か
ど

久ひ
さ

純じ
ゅ
ん

士と　
（
○旭  

新
明
団
地
）

出で

口ぐ
ち

未み

来き

翔と

（
○泗  

永
）

西に
し

田だ

華か

凛り
ん　
（
○泗  

永
）

右み
ぎ

田た

千ち

尋ひ
ろ　
（
○泗  

富
の
原
東
）

武む

藤と
う

湊み
な

斗と　
（
○泗  

富
の
原
東
）

志し

方か
た

優ゆ

月づ
き　
（
○泗  

富
の
原
北
）

吉よ
し

澤ざ
わ

八や

映え　
（
○泗  

桜
山
三
）

❶
む
し
歯
菌
を
減
ら
す
た
め
の
毎
日

の
仕
上
げ
磨
き　
❷
甘
い
も
の
を
減

ら
し
た
お
や
つ
の
工
夫　
❸
歯
の
質

を
強
く
す
る
た
め
の
定
期
的
な
フ
ッ

化
物
塗
布

　
家
族
ぐ
る
み
で
む
し
歯
予
防
に
取

り
組
み
、
健
康
な
歯
を
保
ち
ま
し
ょ

う
。
今
回
む
し
歯
が
あ
っ
た
お
子
さ

ん
は
、
な
る
べ
く
早
く
歯
科
医
院
を

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

む
し
歯
を
予
防
す
る
た
め
に
は

暑
さ
や
水
分
不
足
に
対
す
る
感
覚
機

能
が
低
下
し
、
体
の
調
整
機
能
が
低

下
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
は
体
温
の
調
整
機
能
が
十

分
に
発
達
し
て
い
な
い
の
で
、
周
囲

が
気
を
配
る
な
ど
注
意
を
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

熱
中
症
が
疑
わ
れ
る
人
を

見
か
け
た
ら

●
涼
し
い
場
所
へ

　

エ
ア
コ
ン
が
効
い
て
い
る
室
内
や

風
通
し
の
良
い
日
陰
な
ど
、
涼
し
い

場
所
へ
避
難
さ
せ
る
。

熱中症は気温などの環境条件だ
けでなく、その日の体調や暑さ
に対する慣れなどが影響して起
こります。まだ体が暑さに慣れ
ていないときや、気温がそれほ
ど高くなくても湿度が高く風が
弱い日などは注意が必要です。

複
合
健
診
を
実
施
し
て
い
ま
す

　

複
合
健
診
は
生
活
習
慣
病
に
着
目

し
た
生
活
習
慣
病
健
診
（
19
～
39

歳
）・
特
定
健
診
（
40
～
74
歳
）・
後

期
高
齢
者
健
診
（
75
歳
～
）
と
が
ん

検
診
を
合
わ
せ
た
も
の
で
す
。
市
で

は
毎
年
８
月
か
ら
９
月
に
複
合
健
診

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

な
ぜ
健
診
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
の

で
す
か
？

　

複
合
健
診
は
、
生
活
習
慣
病
を
予

防
・
改
善
す
る
た
め
の
健
診
で
す
。

日
本
人
の
約
６
割
は
生
活
習
慣
病
で

死
亡
し
て
い
ま
す
。
偏
っ
た
食
事
、

運
動
不
足
、
ス
ト
レ
ス
、
喫
煙
、
飲

酒
な
ど
の
生
活
習
慣
に
よ
り
、
良
く

も
悪
く
も
な
る
病
気
で
す
。
し
か
し
、

放
っ
て
お
く
と
症
状
の
出
な
い
ま
ま

重
症
化
し
、
い
き
な
り
心
臓
病
や
脳

卒
中
の
発
作
が
起
こ
っ
た
り
、
重
度

の
糖
尿
病
合
併
症
が
起
こ
っ
て
不
自

由
な
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

健
康
状
態
を
把
握
し
ま
し
ょ
う

　

健
康
に
自
信
の
あ
る
人
が
心
筋
梗

塞
や
脳
卒
中
で
病
院
へ
運
ば
れ
る

ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
生
活
習
慣
病

の
多
く
は
自
覚
症
状
の
無
い
ま
ま
悪

化
し
ま
す
。
自
分
の
体
を
過
信
せ
ず
、

健
診
を
受
け
て
健
康
状
態
を
把
握
す

年
に
１
回
健
康
チ
ェ
ッ
ク
！

健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う

５
月
23
日・31
日
の
歯
科
健
診
で
、む
し
歯
が
な
か
っ
た
お

子
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）  

※
行
政
区
は
健
診
日
時
点

暑さを避ける

こまめに水分補給する

室  内

外  出

体の蓄熱を避ける

・日傘や帽子の着用　・日陰の利用、こまめな休憩
・天気の良い日は、日中の外出をできるだけ控える

・通気性の良い、吸湿性・速乾性のある衣類を着用する
・保冷剤、氷、冷たいタオルなどで、体を冷やす

のどの渇きを感じなくても、こまめに水
分・塩分、経口補水液（水に食塩とブドウ
糖を溶かしたもの）などを補給しましょう。

・扇風機やエアコンで温度を調整
・遮光カーテン、すだれ、打ち水を利用
・室温をこまめに確認

　マダニにかまれることで病原体に感染し、日本紅班熱や重症熱性
血小板減少症（SFTS）などの病気にかかり重症化することがあります。
また、日本紅班熱やダニの仲間であるツツガムシの吸血によって感
染するツツガムシ病が毎年複数例報告されています。
　マダニは比較的大型のダニで、主に森林や草地の屋外に生息し、
日本でも全国的に分布しています。春から秋にかけてマダニ・ツツガ
ムシの活動が活発になりますので、外出する場合は、ダニ予防に努め
ましょう。

❶ 森林や草地などマダニやツツガムシが多く生息する場所に入る場合は、長袖・
長ズボン・足を完全に覆う靴などを着用し、肌の露出を少なくする。

❷屋外活動後はマダニやツツガムシにかまれていないか確認する。
❸  吸血中のマダニやツツガムシに気がついたときは、速やかに医療機関で処

置をする。
❹  マダニやツツガムシにかまれた後に発熱などの症状があった場合は、医療

機関を受診する。

※ マダニは衣類や寝具に発生するヒョウダニなどの家庭内に生息するダニと異なります。

●
か
ら
だ
を
冷
や
す

　

衣
服
を
ゆ
る
め
、
か
ら
だ
を
冷
や

す
（
特
に
、
首
の
回
り
、
脇
の
下
、

足
の
付
け
根
な
ど
）。

●
水
分
・
塩
分
、
経
口
補
水
液
な
ど

を
補
給
す
る

　

自
力
で
水
が
飲
め
な
い
、
意
識
が

な
い
場
合
は
、
す
ぐ
に
救
急
車
を
呼

び
ま
し
ょ
う
。

2011年に初めて特定された新しいウイルス
（SFTSウイルス）に感染することで起こる病気。
症状：原因不明の発熱、消化器症状が中心。時に
頭痛・神経症状・呼吸器症状・出血症状を起こす。
潜伏期間：6日～2週間
治療法：有効な抗ウイルス薬などはなく、対症療
法が主体。

重症熱性血小板減少症（SFTS）

症状：発熱、発疹、刺し口が主要３徴候。倦怠感
や頭痛を伴って発症する。
潜伏期間：2～8日　治療法：抗菌薬の投与

日本紅班熱

症状：39℃以上の高熱を伴って発症し、皮膚には
特徴的なダニの刺し口があり、数日で体幹部を中
心に発疹が見られる。患者の多くが倦怠感や頭
痛を伴う。
潜伏期間：5～14日　治療法：抗菌薬の投与

ツツガムシ病
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入会希望など詳しくは、
それぞれの句会や歌会
にお尋ねください。

万句の里俳句会
せせらぎ俳句会
旭志文芸教室俳句の会
肥後狂句水笑会

七城短歌会
「里」短歌会／さわやか大学文芸クラブ

菊池短歌会

井芹 ☎090（1342）2151
藤本 ☎0968（38）4087
中尾 ☎0968（37）2578
山隈 ☎0968（38）2051

佐々 ☎0968（24）3761

木原 ☎090（5284）2418
古賀 ☎0968（25）1764

後
ろ
よ
り
迫
り
来
る
か
に
蝮

ま
む
し

草

濃こ

き
も
良
し
薄う

す

き
な
ほ
好
し
若
葉
か
な

栗
の
花
烟け

む

る
が
ご
と
く
今
盛
り

色
褪あ

せ
し
あ
の
日
の
海
の
夏
帽
子

狛こ
ま

犬
の
新
樹
の
色
に
染
ま
り
を
り

万
句
の
里
俳
句
会
　
５
月
句
会

日
を
果
て
を
床
に
背
伸
ば
す
脊
髄
の
音
鳴
り
整
体
治
ま
る
気
が
す
る

威
勢
よ
く
曾
孫
の
名
旗
鯉
幟
り
皐
月
の
空
を
風
に
は
た
め
く

玉と
う
も
ろ
こ
し

蜀
黍
夜
ご
と
に
狙
う
狸
い
る
勘
弁
な
ら
ぬ
と
電
線
を
張
る

同
じ
花
だ
け
を
求
む
る
蝶
が
い
る
臭
覚
味
覚
の
嘴

く
ち
ば
し

神
秘

娘
が
見
せ
る
ス
マ
ホ
の
動
画
は
曾
孫
の
容
貌
所
作
が
い
と
ほ
し
な
ら
ぬ

佐
　々
重
弘

緒
方　
寛
子

緒
方　
正
俊

高
木　
　
精

池
田
カ
ツ
子

七
城
短
歌
会  

５
月
詠
草

訪
へ
ば
翠
に
碧あ

お

に
う
ね
り
て
は
澄
み
て
流
る
る
復
興
の
渓た

谷に

休
憩
時
手
作
り
だ
ん
ご
の
サ
ー
ビ
ス
も
心
温
も
る
庭
園
コ
ン
サ
ー
ト

こ
の
四
、五
日
白
蝶
二
つ
あ
ち
こ
ち
の
花
に
飛
び
交
ひ
楽
し
げ
に
舞
ふ

大
の
字
の
寝
姿
写
メ
ー
ル
送
り
来
る
孫
の
ほ
っ
ぺ
が
ま
た
膨
ら
ん
で
る

麦
畑
は
往
き
に
も
増
し
て
か
が
や
け
る
友
の
訃
知
り
し
帰
路
の
車
窓
に

宮
本　
淑
子

林　
　
淑
子

安
見　
朱
實

岩
木
サ
ヨ
子

前
原　
ゆ
み

「
里
」短
歌
会  

５
月
詠
草

子
ら
孫
ら
帰
り
し
後
の
昼
さ
が
り
初
夏
の
日
差
し
の
し
ら
じ
ら
と
し
て

庭
先
の
淀
川
つ
つ
じ
咲
き
ほ
こ
り
晴
天
の
下
こ
こ
ろ
癒
さ
る

真
夏
日
の
暑
さ
こ
た
え
る
昨
日
今
日
ど
う
な
っ
て
い
る
か
五
月
の
天
候

生
水
を
そ
の
ま
ま
飲
め
る
日
本
を
し
み
じ
み
思
ふ
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
旅

ひ
た
す
ら
に
三
十
一
文
字
を
紡
ぎ
来
て
充
足
の
念
湧
け
ば
た
の
し
ゑ

山
城　
雅
子

安
東　
綾
子

田
中　
遙
子

山
田　
弘
子

中
川　
愛
子

さ
わ
や
か
大
学
文
芸
ク
ラ
ブ 

６
月
歌
会

冷
め
て
い
く
残
り
湯
の
や
う
な
寂
し
さ
に
肩
ま
で
つ
か
り
只
瞑
想
す

ひ
と
と
き
の
符ふ

牒ち
ょ
うな
ら
ざ
る
姓
と
名
を
使
ひ
古
し
て
初
夏
の
曇
天

山
走
る
童
と
な
り
て
春
と
逝
く
母
の
魂
遊
び
て
を
ら
む

ゆ
く
り
な
く
し
や
う
り
し
や
う
り
の
雨
の
音
あ
お
葉
並
木
の
傘
の
下
行
く

「
み
ら
れ
ま
す
」
と
は
少
し
斜
め
の
言
ひ
方
な
り
天
気
予
報
の
梅
雨
入
り
宣
言

中
川　
愛
子

怒
留
湯
健
蓉

渕
上　
修
次

安
藤　
則
子

古
賀　
勝
士

菊
池
短
歌
会  

６
月
詠
草

五
十
回
忌
終
え
て
安
堵
や
若
葉
風

子
等
帰
り
五
月
の
風
に
布
団
干
す

夏
め
く
や
カ
ー
テ
ン
淡
き
水
色
に

あ
る
な
し
の
風
つ
か
ま
え
て
藤
の
花

追
わ
ぬ
故ゆ

え

も
う
そ
っ
と
寄
れ
春
の
鵙も

ず

寺
本　
和
子

藤
本
ア
ツ
子

森　
　
正
子

五
丁　
義
昭

藤
本　
邦
治

せ
せ
ら
ぎ
俳
句
会  

５
月
例
会

若
葉
風
追
い
風
に
し
て
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

短み
じ
か
よ夜
や
眠
り
を
誘
う
仕
舞
風
呂

新
緑
の
名
水
汲
ん
で
六
十
年

春
の
川
背
び
れ
の
並
ぶ
浅
瀬
か
な

新
緑
を
独
り
占
め
し
て
露
天
風
呂

芹
川
の
り
子

水
谷　
ミ
ネ

芹
川　
蓉
子

中
尾
ヨ
シ
コ

稗
田　
達
恵

旭
志
文
芸
教
室
俳
句
の
会  

５
月
詠
草

ハ
グ
は
駄
目　
孫
娘
に
も
に
げ
ら
れ
た

も
う
や
め
た　
悩
ん
ど
る
と
が
バ
カ
ら
し
か

花
見
ど
こ
ろ
か　
家
は
ひ
っ
く
り
か
や
っ
と
る

同
級
会　
あ
ぎ
ゃ
ん
人
物
お
ら
し
た
な

ハ
グ
は
駄
目　
ノ
ミ
や
シ
ラ
ミ
の
移
る
け
ん

柏
原　
乗
仏

宮
上　
美
由

井
手　
水
光

御
手
洗
三
代

山
隈　
好
茶

肥
後
狂
句
水
笑
会  

５
月
例
会

岩
木　
敬
治

加
藤　
妙
子

隈
部　
輝
子

松
永　
久
子

宮
本　
雅
子

　中央図書館では、夏に向けてたくさんのイベントを開
催します。涼しい図書館でいろいろなイベントに参加して、
暑い夏を乗り切りましょう。

テーマ「海」

　定員に満たない講座は随時受け付けています。今回は
８月に開講予定で受講生募集中の講座情報をお知らせし
ます。※定員に達し次第、受付を締め切ります。

※No.57以外は小学生対象の講座です。

No． 講座名 開講日 問い合わせ先
68 みんなで知ろう！きくちの水 8月８日㈬ 中央公民館

80 後世に平和を伝える集い
（花房飛行場について学ぶ） 8月11日㈯ 旭志公民館

74 みんなでニュースポーツ講座
「ディスゲッター」「ラダーゲッター」

8月
（夏休み期間中） 七城公民館

57 孔子の教えを学ぼう
誰にでも分かる論語塾 8月29日㈬

泗水公民館
83 子ども陶芸教室 8月11日㈯

まだ間に合います！ 講座の受講生募集中

菊池市生涯学習センターホームページ　http://www.library-kikuchi.jp
菊池市生涯学習センターフェイスブック　https://www.facebook.com/KiCROSS.LL/
[問い合わせ先]  中央図書館 ☎0968（25）1111　中央公民館 ☎0968（25）1672

中央図書館
泗水図書館
七城図書館
旭志図書館

中央公民館
泗水公民館
七城公民館
旭志公民館

☎ 0968（25）1111
☎ 0968（25）1115
☎ 0968（25）1580
☎ 0968（25）3332

☎ 0968（25）1672
☎ 0968（25）2028
☎ 0968（25）1580
☎ 0968（25）3332

月曜日
休 館 日

　第21回津軽三味線コンクール全国大会にて優勝、日
本一となった本

ほん

田
だ

浩
こう

平
へい

さんの演奏会です。

三味線コンサート

7月18日㈬　午後２時～３時と  き

　会社を辞めてコーヒー豆の焙煎と販売を始めた理由や
インドネシアコーヒー豆の魅力などを語っていただきます。

　さまざまな分野で活躍する人を招いて、プロフェッショ
ナルな話を聞く“大人の時間”を提供します。

大人の学び&カフェ 第1回「夢を持て!夢を追え!」

7月28日㈯　午後５時～
岩
いわ

下
した

克
かつ

成
なり

さん（福本一）
と  き
講  師

1 ときめく貝殻図鑑
2 白鯨（上・中・下巻）
3 人魚ひめ
4 うきわねこ

寺
てら

本
もと

沙
さ

也
や

加
か

／文、池
いけ

田
だ

　等
ひとし

／監修、大
おお

作
さく

晃
こう

一
いち

／写真
ハーマン・メルヴィル／著、八

や

木
ぎ

敏
とし

雄
お

／訳
アンデルセン／原作、末

すえ

吉
よし

暁
あき

子
こ

／文、三
み

谷
たに

博
ひろ

美
み

／絵
蜂
はち

飼
かい

　耳
みみ

／文、牧
まき

野
の

千
ち

穂
ほ

／絵

【申し込み先】 中央図書館

夏休み子どもフェスティバル

8月1日㈬・2日㈭　午前9時30分～正午
市内の小学生（要予約）

と  き
対  象

子ども司書体験講座 ～なりきり図書館員～1

８月4日㈯　午後１時30分～
市内の小学生とその保護者（要予約・先着30組）

と  き
対  象

親子新聞教室2

8月19日㈰　午前10時～11時
幼児とその家族（要予約）

と  き
対  象

パパの図書館活用講座
～よみきか戦隊オハナシマンがやってくる!～

3

図 書 館

公 民 館

童話発表会

菊池市文化会館ところ
7月27日㈮　午後１時30分～と  き

　キクロス1階ロビーにある新聞（14紙）の入れ替えを
行います。前日分は穴を開けて紐で綴じ保管します。
閉館後、ブックポストに返却
された本の返却処理も行い、
本棚へ戻します。他にもシス
テムの動作確認や開館準備
を分担して行います。

山と溪谷社 岩波書店 小学館 ブロンズ新社

1 2 3 4

他の３館でも
イベントがあります！

図書館で
  お尋ねください。
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イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
は
、
日
本
を
訪

れ
る
外
国
人
観
光
客
の
誘
致
を
表
す

言
葉
で
す
。
国
で
は
訪
日
外
国
人
旅

行
者
数
を
４
千
万
人
に
す
る
と
い
う

目
標
が
掲
げ
ら
れ
、
水
源
交
流
館
で

も
３
年
前
か
ら
英
語
圏
の
外
国
人
の

ツ
ア
ー
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

　

あ
り
の
ま
ま
の
風
景
を
楽
し
む

フ
ッ
ト
パ
ス
や
、
地
元
住
民
に
よ
る

野の

点だ
て
、
原
井
手
下
り
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

「
イ
デ
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
の
体
験
、
地
元

食
材
を
使
っ
た
ラ
ン
チ
提
供
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
参
加
者
は
、
何
げ

な
い
自
然
や
旬
な
食
べ
物
な
ど
、
日

本
の
あ
り
の
ま
ま
の
生
活
体
験
を
楽

し
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
推
進
に
は
、
言

葉
の
壁
や
ハ
ー
ド
面
の
整
備
な
ど
が

課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
日

本
人
の
「
お
も
て
な
し
の
心
」
で
、

特
別
で
な
い

も
の
、
あ
り

の
ま
ま
の
姿

を
提
供
す
る

こ
と
も
重
要

で
は
な
い
か

と
考
え
て
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
き
く
ち
ふ
る
さ
と
水
源
交
流
館

　
☎
０
９
６
８（
27
）０
１
０
２

ふ
る
さ
と
緑
の
便
り

菊
池
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
可
能
性

お茶会を体験

【ギャラリー】
「原式押し花グループ展」 　原式押し花菊池グループ
期　間：７月10日㈫～7月22日㈰　
　野に咲く可憐な花たちに語りかけながら、「額の中で今一
度の命を」と心を込めて創作しました。どうぞご来館くださ
い。

【まちかど資料館】
西郷どんと菊池一族 ～そのルーツを辿る～
期　間：～７月31日㈫
料　金：大人200円、小中学生100円

写真や絵画などを展示しませんか。
　わいふ一番館ではギャラリーに作品を出展する人を募集
しています。個人・団体は問いません。詳しくはわいふ一番
館までお尋ねください。

開館時間　午前９時～午後５時
※休館日：月曜日（祝日の場合は翌日）

問い合わせ先　わいふ一番館　☎0968（24）6630

③ 

問い合わせ先　市長公室　☎0968（25）7252

西米良村で夏の涼を感じませんか
　菊池市の姉妹都市である宮崎県西米良村。村内を流れ
る一ツ瀬川は鮎釣りを楽しめる清流として有名です。今年
も６月１日㈮の川開き（鮎釣り解禁）以降、県内外から多くの
愛好家が鮎釣りを楽しんでいます。
　夏の一ツ瀬川のもう一つの楽しみとして毎年人気なのが、
西米良温泉ゆた～とに登場する期間限定の「にしめら川床」。
一ツ瀬川の流れに架けられた川床には畳が敷かれ、水の音
と爽やかな風を感じながら、西米良の美味しい食事を堪能
できます。
　暑い夏、西米良村で山と川の涼を感じませんか。

にしめら川床 ※要予約
期　間：７月１４日㈯～９月15日㈯
　　　 午前１１時～午後２時３０分
予約先：米良の庄
　　　　☎0983（36）1833

にしめら川床

こ
ん
に
ち
は
金キ

ム

で
す

 

韓
国
発
見
シ
リ
ー
ズ
�

　
韓
国
に
最
近
、「
Ｚ
世
代
」
と
い
う

用
語
が
誕
生
し
た
。
１
９
９
０
年
代
半

ば
か
ら
２
０
０
０
年
代
半
ば
の
間
に
生

ま
れ
た
年
齢
層
で
、
彼
ら
は
生
ま
れ

た
時
か
ら
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ

ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
）
と
一
緒

に
育
っ
た
世
代
だ
。

　
関
連
す
る
統
計
に
よ
る
と
、
Ｚ
世
代

の
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
利
用
率
は
86
％
で
、

他
の
世
代
を
圧
倒
す
る
。
Z
世
代
の

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
活
用
法
で
多
い
の
は

「
～
す
る
方
法
」
と
検
索
す
る
こ
と
で
、

そ
の
検
索
量
は
毎
年
増
加
傾
向
に
あ
る
。

彼
ら
は
文
章
よ
り
映
像
で
知
識
を
得
る

傾
向
が
強
い
。
実
際
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
に

は
、
専
門
的
な
ド
ロ
ー
ン
の
操
作
方
法

か
ら
日
常
的
な
前
髪
を
切
る
方
法
な
ど
、

幅
広
い
動
画
が
溢
れ
て
い
る
。
彼
ら
は

情
報
技
術
（
I
T
）
に
慣
れ
て
い
る
と

い
う
よ
り
一
体
化
し
て
い
る
。
Ｚ
世
代

に
と
っ
て
パ
ソ
コ
ン
や
文
書
テ
キ
ス
ト

は
す
で
に
旧
時
代
の
産
物
だ
。
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
日
常
生
活
の
全
て
を
撮
影

し
友
達
に
送
る
。
そ
し
て
目
の
前
に
い

る
人
よ
り
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
通

じ
た
人
間
関
係
を
重
視
す
る
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
用
が
始
ま
っ

て
10
年
、
韓
国
は
Ｉ
Ｔ
強
国
ら
し
く
小

学
生
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
使
用
率
が
世

界
１
位
だ
。
あ
る
研
究
報
告
書
に
よ
る

と
、
ソ
ウ
ル
地
域
の
小
学
生
の
72
％
が

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
っ
て
い
る
。
こ

う
し
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
用
は
家

庭
や
学
校
で
親
や
先
生
た
ち
を
悩
ま

せ
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
は
友
達
と

チ
ャ
ッ
ト
で
や
り
と
り
し
て
宿
題
を
確

認
し
た
り
、
嫌
い
な
子
の
悪
口
を
書
き

合
っ
て
い
じ
め
の
温
床
に
も
な
っ
て
い

る
。
学
校
も
い
じ
め
問
題
に
は
お
手
上

げ
の
状
態
だ
。
し
か
し
、
現
状
は
小
学

校
入
学
の
時
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
る
子
ど
も
た
ち
は
ま
す

ま
す
増
え
て
い
る
。
他
の
子
が
持
っ
て

い
る
の
に
我
が
子
だ
け
持
っ
て
い
な
い

状
況
に
、
何
人
の
親
が
抵
抗
で
き
る
だ

ろ
う
か
。

　
こ
う
し
た
現
実
に
、
大
統
領
府
へ
の

国
民
嘆
願
掲
示
板
に
は
子
ど
も
た
ち
の

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
購
入
お
よ
び
使
用

を
制
限
す
る
法
律
を
作
っ
て
ほ
し
い
と

い
う
保
護
者
の
要
求
が
１
日
に
数
十
件

ず
つ
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
フ
ラ
ン
ス
で
は
今
年
の
秋
か
ら
全
て

の
小
中
学
校
教
育
機
関
で
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
使
用
を
禁
止
す
る
法
律
を
施

行
す
る
そ
う
だ
が
、
Ｉ
Ｔ
強
国
韓
国
は

こ
の
問
題
に
ど
の
よ
う
な
結
論
を
出
す

だ
ろ
う
。

Ｚ
世
代
の
登
場

人
権
・
同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ       

問
い
合
わ
せ
先　
人
権
啓
発
課

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
０
９
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「
甘
っ
！
お
い
し
い
!!
」

　
今
年
も
僕
は
桃
を
食
べ
な
が
ら
幸
せ

な
気
分
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
去
年
・

今
年
と
、“
美
味
し
い
桃
が
届
い
た
か

ら
”
と
お
す
そ
わ
け
で
頂
い
た
の
は
福

島
か
ら
の
桃
で
し
た
。
そ
れ
は
大
き
く

て
甘
い
香
り
の
す
る
き
れ
い
な
色
の
桃

で
し
た
。

　
二
○
一
六
年
四
月
、
僕
は
熊
本
地
震

を
体
験
し
ま
し
た
。
震
源
地
か
ら
は
離

れ
て
い
ま
す
が
、
僕
の
住
む
菊
池
市
で

も
あ
ち
こ
ち
被
害
が
あ
り
、
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
揺
れ
を
知
っ
た
恐
怖
心

と
、
そ
れ
ま
で
の
日
常
が
一
変
し
た
こ

と
に
は
違
い
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

れ
で
も
日
々
、
全
国
の
方
々
か
ら
の
支

援
や
励
ま
し
に
支
え
ら
れ
、
僕
た
ち
は

生
活
を
取
り
戻
し
て
い
く
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　

熊
本
地
震
か
ら
一
年
も
経
た
な
い

頃
、
母
が
一
つ
の
作
文
を
僕
に
読
ん
で

ほ
し
い
と
言
い
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
見
つ
け
た
そ
う
で
す
。
い
つ

も
と
違
う
様
子
で
、
低
い
声
で
、
そ
れ

以
上
は
何
も
言
わ
ず
、
そ
の
作
文
を
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
画
面
に
出
し
て
手
渡

し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
“
福
島
県
民

お
断
り
”
と
い
う
題
名
で
、
女
川
中
学

校
三
年
の
女
の
子
が
書
い
た
作
文
で
し

た
。
福
島
県
で
生
ま
れ
育
っ
た
彼
女
が

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
栃
木
県
へ
避
難

し
た
時
の
こ
と
、
宮
城
県
に
引
っ
越
し

た
こ
と
、
そ
し
て
熊
本
地
震
に
触
れ
る

こ
と
が
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。

　
彼
女
の
祖
母
の
知
人
は
熊
本
地
震
の

際
、
熊
本
ま
で
支
援
物
資
を
届
け
に
来

て
く
れ
た
そ
う
で
す
。
し
か
し
、「
福

島
の
物
資
は
い
ら
な
い
」
と
現
地
の
方

に
拒
否
さ
れ
、
結
局
、
別
の
場
所
で
受

け
取
っ
て
も
ら
っ
た
と
書
か
れ
て
い
ま

し
た
。
僕
は
こ
の
作
文
を
読
む
ま
で
そ

ん
な
事
が
あ
っ
た
な
ん
て
知
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
正
直
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。
食

べ
物
に
も
飲
み
物
に
も
困
り
、
揺
れ
を

お
そ
れ
な
が
ら
過
ご
し
、
人
の
助
け
が

こ
ん
な
に
も
有
り
難
い
も
の
か
と
思
っ

て
い
た
あ
の
状
況
の
中
で
よ
く
そ
ん
な

事
が
言
え
た
な
と
く
や
し
い
気
持
ち
に

な
り
ま
し
た
。
読
み
終
え
た
僕
に
、
母

は
「
同
じ
熊
本
に
住
む
人
と
し
て
、
わ

ざ
わ
ざ
届
け
て
く
れ
た
人
た
ち
に
そ
ん

な
事
を
言
う
な
ん
て
、
い
や
な
思
い
に

福
島
か
ら
伝
え
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

菊
池
市
立
泗
水
中
学
校
卒
業
生　
大お

お

賀が

唯ゆ
う

人と

第
37
回
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
中
央
大
会　
奨
励
賞

第
37
回
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
熊
本
県
大
会　
最
優
秀
賞（
熊
本
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
長
賞
）

さ
せ
て
し
ま
っ
て
ご
め
ん
な
さ
い
っ
て

伝
え
た
く
な
る
」
と
言
っ
て
ま
し
た
。

　
熊
本
地
震
の
時
、“
宮
城
か
ら
5
年

前
の
恩
返
し
”
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ト

ラ
ッ
ク
に
貼
っ
て
物
資
を
届
け
て
も

ら
っ
た
事
が
話
題
に
な
り
ま
し
た
。
東

北
か
ら
の
恩
返
し
の
文
字
に
、
勇
気
と

希
望
を
も
ら
っ
て
、
あ
の
時
確
実
に
熊

本
の
み
ん
な
は
元
気
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。
遠
い
東
北
の
地
か
ら
支
援
物
資

を
届
け
る
だ
け
で
は
な
く
、
同
じ
傷
み

を
知
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
の
あ
っ
た
か

い
言
葉
に
、
本
気
で
有
り
難
い
と
思
い

ま
し
た
。

　
し
か
し
、
彼
女
の
作
文
の
中
に
あ
っ

た
よ
う
に
、
現
実
に
起
き
た
こ
と
は
事

実
と
し
て
受
け
と
め
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
。
地
震
か
ら
三
ヶ
月
後
の
時
、
僕

は
福
島
県
で
全
国
各
地
の
中
学
生
と
共

に
寝
泊
ま
り
を
し
い
ろ
い
ろ
な
講
義
を

受
け
ま
し
た
。
僕
が
見
た
福
島
県
は

緑
が
美
し
く
、
人
も
優
し
か
っ
た
で

す
。
し
か
し
六
年
経
っ
た
今
も
、
帰
還

困
難
区
域
が
あ
る
こ
と
、
解
除
さ
れ
て

も
帰
っ
て
く
る
人
が
少
な
い
現
実
も
知

り
ま
し
た
。
帰
り
た
く
て
も
帰
れ
な
い

ふ
る
さ
と
を
思
い
が
ん
ば
っ
て
暮
ら
す

人
が
い
ま
す
。
福
島
に
住
む
人
が
今
も

な
お
風
評
被
害
で
苦
し
ま
な
け
れ
ば
い

け
な
い
の
か
と
悩
む
現
実
が
あ
る
こ
と

を
、
僕
た
ち
は
知
ら
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
思
い
ま
す
。

　
僕
は
、
今
年
の
秋
も
東
北
へ
行
く
機

会
を
得
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
も
、

熊
本
地
震
も
、復
興
の
途
中
で
す
。し
っ

か
り
自
分
の
目
で
見
て
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
地
震
は
、
僕
に
と
っ
て
一
生
忘

れ
る
事
の
で
き
な
い
出
来
事
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
失
っ
た
も
の
も
大
き
か
っ

た
け
ど
、
毎
日
の
当
た
り
前
が
当
た
り

前
で
は
な
い
有
り
難
い
こ
と
だ
と
実
感

し
ま
し
た
。毎
日
の「
お
は
よ
う
」「
い
っ

て
き
ま
す
」「
た
だ
い
ま
」「
お
や
す
み
」

が
言
え
る
事
は
幸
せ
な
こ
と
で
す
。

　
僕
た
ち
は
、
人
の
言
葉
や
優
し
さ
に

救
わ
れ
、
逆
に
言
葉
で
傷
つ
け
て
し
ま

う
事
も
あ
り
ま
す
。
し
っ
か
り
と
現
実

を
知
り
、
情
報
だ
け
に
ま
ど
わ
さ
れ
な

い
と
い
う
意
志
を
も
つ
こ
と
が
大
切
で

す
。
来
年
も
福
島
の
お
い
し
い
桃
を
食

べ
な
が
ら
、
身
近
に
お
き
た
現
実
を
忘

れ
ず
、
自
分
自
身
を
振
り
返
っ
て
過
ご

し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
最
後
に
、
彼
女
の
作
文
を
通
し
て
親

子
で
た
く
さ
ん
話
を
し
ま
し
た
。
母
は

「
こ
う
や
っ
て
い
ろ
い
ろ
話
せ
る
時
間

が
も
て
た
こ
と
が
幸
せ
だ
な
。」と
言
っ

て
い
ま
し
た
。
福
島
か
ら
伝
え
て
く
れ

た
お
か
げ
で
す
。
あ
り
が
と
う
。

受賞した大
おお

賀
が

唯
ゆう

人
と

さん
【ポスターの部 入選】

　２０１７（平成29）年度
菊池市人権フェスティバル

菊池北中学校３年　城
じょう

　大
たい

河
が

さん
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医
療
費
の
一部
負
担
金
が
免
除

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　
国
民
健
康
保
険
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
で
は
、
加
入
す
る
世
帯
が
火
災
な

ど
の
特
別
な
理
由
に
よ
り
、
医
療
費
の
一

部
負
担
金
の
支
払
い
が
困
難
に
な
っ
た
と

認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
そ
の
支
払
い
が
減

額
、
免
除
ま
た
は
徴
収
猶
予
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

申
込
資
格　
次
の
❶
、
❷
両
方
に
該
当
す

る
こ
と　

❶
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

▼
災
害
な
ど
に
よ
り
死
亡
し
た
り
障
が
い

者
に
な
っ
た
り
、資
産
に
重
大
な
損
害
を
受

け
た
と
き
▼
事
業
の
休
廃
止
、失
業
な
ど
に

よ
り
収
入
が
著
し
く
減
少
し
た
と
き

❷
生
活
が
著
し
く
困
難
に
な
っ
た
場
合

※
世
帯
の
収
入
の
合
計
が
生
活
保
護
制
度

　
の
基
準
月
額
の
１・１
倍
～
１・３
倍
程

　
度
が
目
安
。

7月の「税」の納期限
7月31日㈫

問税務課固定資産税係　　　☎（25）7207
健康推進課国民健康保険係　☎（25）7218

●固定資産税第2期
●国民健康保険税第1期

口座振替を利用している人は、
7月25日㈬に振替を行いますの
で、残高の確認をお願いします。

　
高
額
療
養
費
と
は
、
1
カ
月
に
支
払
っ

た
医
療
費
が
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
た

場
合
、そ
の
差
額
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

70
歳
未
満
と
70
歳
以
上
で
限
度
額
が
異
な

り
ま
す
。
平
成
30
年
8
月
か
ら
、
70
歳
以

上
の
人
の
高
額
療
養
費
の
上
限
額
が
次
の

よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。

問
健
康
推
進
課
国
民
健
康
保
険
係
、
高
齢

者
医
療
・
年
金
係　
☎（
25
）７
２
１
８

70
歳
以
上
の
人
の
高
額
療
養
費

の
上
限
額
が
変
わ
り
ま
す

所得区分 外来（個人単位） 外来＋入院（世帯単位） 4回目以降
課税所得
690万円以上

252,600円（総医療費が842,000円を
超えた場合は、その超えた分の１％を加算） 140,100円

課税所得
380万円以上

167,400円（総医療費が558,000円を
超えた場合は、その超えた分の１％を加算） 93,000円

課税所得
145万円以上

80,100円（総医療費が267,000円を
超えた場合は、その超えた分の１％を加算） 44,400円

一般 18,000円（年間
上限144,000円） 57,600円 44,400円

低所得２ ８，０００円 ２４，６００円 なし
低所得１ ８，０００円 １５，０００円 なし

▼平成 30 年 8 月からの自己負担限度額

　
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
や
ド
ロ
ー
ン
な
ど

の
無
人
航
空
機
に
よ
る
農
薬
散
布
な
ど
を

行
う
場
合
は
、
県
へ
の
散
布
計
画
の
提
出

お
よ
び
国
土
交
通
大
臣
の
許
可
・
承
認
が

必
要
で
す
。
農
林
水
産
省
の
指
導
指
針
に

よ
り
、
機
体
お
よ
び
操
縦
者
は
国
指
定
機

関
か
ら
の
認
定
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
散
布
に
あ
た
っ
て
は
、ル
ー
ル
を
守
り
、

周
辺
の
住
民
や
作
物
な
ど
に
農
薬
が
飛
散

し
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
散
布

し
た
農
薬
が
ミ
ツ
バ
チ
や
巣
箱
に
か
か
ら

な
い
よ
う
、
事
前
に
近
く
の
養
蜂
家
と
情

報
を
共
有
し
ま
し
ょ
う
。

問
県
北
広
域
本
部
農
業
普
及
・
振
興
課　

��

　
☎（
25
）５
４
０
１

ル
ー
ル
を
守
っ
て
！

無
人
航
空
機
で
の
農
薬
散
布

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
携
帯
電
話
な
ど
の

新
し
い
電
波
が
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
近

い
周
波
数
を
利
用
す
る
た
め
、
旧
型
の
テ

レ
ビ
ア
ン
テ
ナ
な
ど
の
設
備
に
影
響
が
出

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
テ
レ
ビ
映
像
な
ど

に
障
害
が
出
た
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。無
償
で
対
策
作
業
を
行
い
ま
す
。

受
付
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
10
時
　

※
7
月
19
日
㈭
以
降
に
開
設
予
定
。
㈯
㈰

　
㈷
・
年
末
年
始
含
む

問
７
０
０
Ｍメ

ガ
ヘ
ル
ツ

Ｈ
ｚ
テ
レ
ビ
受
信
障
害
対
策

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
１
２
０（
７
０
０
）０
１
２

テ
レ
ビ
映
像
に
障
害
が
出
た
場

合
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

介護予防ミニ講座
～ 認知症予防で健康寿命を伸ばそう ～
　手は脳のさまざまな部位とつながっています。手を
動かすことで、脳の多くの部分を活性化させることが
できます。日常生活に簡単な脳のトレーニングを取り
入れて、脳の機能低下を予防しましょう!

グーパー体操
　右手を「パー」にして前に
突き出し、左手は「グー」にし
て手前に引いて胸に当てます。

「はい 」と声を出しな がら、
左右交互に切り替えて繰り返します。左右の手の役割を交互
に替えたり、スピードを変えたりして、アレンジしましょう。

　上手くできないほど、脳が
活性化します。上手くできな
いほど効果があると思って、
前向きに、楽しく行いましょう。

レベルアップ
　「グーパー体操」を行い、
足踏みを加えてみましょう。

問高齢支援課地域包括支援係　☎（25）7216

申
し
込
み
に
必
要
な
書
類　
▼
保
険
証
▼

一
部
負
担
金
減
免
等
申
請
書
（
健
康
推
進

課
の
窓
口
に
て
配
布
）▼
申
請
世
帯
全
員

の
収
入
状
況
や
資
産
状
況
の
分
か
る
も
の

▼
申
込
の
理
由
が
証
明
で
き
る
書
類
な
ど

問
●申
健
康
推
進
課
国
民
健
康
保
険
係
、
高

齢
者
医
療
・
年
金
係　
☎（
25
）７
２
１
８

新
し
い
保
険
証
を
送
り
ま
す

　
新
し
い
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者

医
療
の
保
険
証
を
、
7
月
中
旬
か
ら
7
月

末
ま
で
の
間
に
簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま

す
。
留
守
な
ど
で
受
け
取
ら
れ
な
か
っ
た

保
険
証
は
、
8
月
か
ら
健
康
推
進
課
ま
た

は
最
寄
り
の
各
支
所
で
お
預
か
り
し
て
い

ま
す
の
で
、
身
分
を
証
明
で
き
る
物
と
印

か
ん
（
ス
タ
ン
プ
印
不
可
）
を
用
意
し
て

お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

　
現
在
お
持
ち
の
保
険
証
の
有
効
期
限
は

7
月
31
日
㈫
で
す
。
8
月
1
日
㈬
か
ら
は

新
し
い
保
険
証
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
保
険
証　
▼
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
と
前
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

（
藤
色
）
▼
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

証
（
黄
色
）

※
前
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
お
よ
び

　
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
に
記
載

　
し
て
あ
る
一
部
負
担
金
の
割
合
は
、
平

　
成
30
年
度
の
市
町
村
民
税
の
課
税
所
得

　
を
基
に
判
定
し
て
い
ま
す
。

問
健
康
推
進
課
国
民
健
康
保
険
係
、
高
齢

者
医
療
・
年
金
係　
☎（
25
）７
２
１
８

　
た
い
肥
や
ス
ラ
リ
ー
散
布
後
の
悪
臭
に

対
す
る
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
た

い
肥
を
農
地
へ
散
布
し
た
後
は
、
速
や
か

に
耕
転
し
、
周
辺
の
生
活
環
境
に
臭
気
問

題
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
十
分
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。
や
む
を
得
ず
数
日
間
た
い
肥

を
農
地
へ
仮
置
き
す
る
場
合
は
、
シ
ー
ト

で
覆
い
雨
風
対
策
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
農
政
課
畜
産
係　
☎（
25
）７
２
２
１

た
い
肥
や
ス
ラ
リ
ー
散
布
の
際

に
は
対
策
を
行
っ
て
く
だ
さ
い

廃
棄
物
の
屋
外
焼
却
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　
屋
外
で
廃
棄
物
を
燃
や
す
こ
と
を
「
野

焼
き
」
と
い
い
、
法
律
に
よ
り
原
則
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
野
焼
き
を
行
う
と
、
悪

臭
や
火
事
の
原
因
と
な
り
、
周
囲
に
多
大

な
被
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

宗
教
上
ま
た
は
地
域
行
事
な
ど
例
外
的
に

焼
却
が
認
め
ら
れ
る
場
合
で
も
、
次
の
点

を
遵
守
し
て
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項　

▼
焼
却
は
必
要
最
小
限
と

し
、
焼
却
時
の
風
向
き
や
時
間
帯
な
ど
に

十
分
配
慮
す
る
こ
と
▼
周
辺
住
民
や
行
政

麦
わ
ら
の
焼
却
処
理
防
止
と

有
効
活
用
の
お
願
い

　
麦
わ
ら
の
焼
却
処
分
は
、
大
気
汚
染
の

要
因
や
周
辺
住
民
へ
の
被
害
を
及
ぼ
す
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
ほ
場
へ
の
鋤
込
み
や

家
畜
飼
料
な
ど
、
麦
わ
ら
の
有
効
活
用
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
農
政
課
農
政
係　
☎（
25
）７
２
２
１

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
！

　
不
法
投
棄
は
豊
か
な
自
然
と
景
観
を
損

な
う
だ
け
で
な
く
、
付
近
の
土
壌
や
地
下

水
の
汚
染
な
ど
、
生
活
環
境
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
事
業
所
で
出
た
ご
み

を
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
た
り
、
ご

み
収
集
日
以
外
に
ご
み
を
出
す
こ
と
も
不

法
投
棄
に
含
ま
れ
ま
す
。

不
法
投
棄
を
見
か
け
た
ら
連
絡
を
！

　
不
法
投
棄
を
行
っ
て
い
る
人
を
見
か
け

た
場
合
は
、
危
険
で
す
の
で
絶
対
に
注
意

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
現
場
か
ら
十
分
離

れ
た
場
所
で
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

不
法
投
棄
を
さ
せ
な
い
環
境
整
備
を
！

　
不
法
投
棄
の
多
く
は
人
目
を
避
け
、
夜

間
や
早
朝
に
山
間
部
の
空
き
地
や
休
耕
地

な
ど
で
行
わ
れ
ま
す
。
土
地
や
建
物
を
清

潔
に
保
ち
、
不
法
投
棄
を
さ
せ
な
い
環
境

を
整
え
ま
し
ょ
う
。
不
法
投
棄
し
た
人
が

判
明
し
な
い
場
合
は
、
所
有
者
が
そ
の
撤

去
費
用
な
ど
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

問
❶
家
庭
ご
み
な
ど
の
一
般
廃
棄
物
の
不

　
法
投
棄
を
見
か
け
た
ら　

　
環
境
課　
☎（
25
）７
２
１
７

　
❷
事
業
所
な
ど
か
ら
出
る
産
業
廃
棄
物

　
の
不
法
投
棄
を
見
か
け
た
ら　

　
菊
池
保
健
所
衛
生
環
境
課

　
☎（
25
）４
１
３
５

　
林
業
の
労
働
安
全
や
労
働
災
害
の
な
い

明
る
い
職
場
作
り
を
目
的
に
、
林
業
労
働

災
害
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
労
働
災
害
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に

も
、
作
業
者
一
人
一
人
が
初
心
に
立
ち
返

っ
て
、安
全
な
作
業
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

夏
場
の
作
業
で
は
熱
中
症
や
蜂
刺
さ

林
業
の
労
働
災
害
を

防
止
し
よ
う
！

れ
、
マ
ダ
ニ
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。

問
県
北
広
域
本
部
農
林
水
産
部
林
務
課

　

☎（
25
）１
０
３
９

　
❸
悪
質
な
不
法
投
棄
を
直
接
見
か
け
た

　
ら
警
察
へ
通
報　
☎
１
１
０

機
関
か
ら
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
た
場
合
は
速

や
か
に
中
止
す
る
こ
と
▼
完
全
に
消
火
す

る
ま
で
適
切
に
管
理
す
る
こ
と

　
市
で
は
定
期
的
に
監
視
パ
ト
ロ
ー
ル
や

現
地
で
の
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
環
境
課　
☎（
25
）７
２
１
７
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募
集

家
庭
で
の
フ
グ
処
理
は

大
変
危
険
で
す
！

　

フ
グ
毒
（
テ
ト
ロ
ド
ト
キ
シ
ン
）
は
、

七
城
リ
バ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク　

南
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン

期　
間　
７
月
14
日
㈯
～
16
日
㈪
㈷

　
　
　
　
７
月
21
日
㈯
～
８
月
27
日
㈪

と
こ
ろ　
七
城
町
林
原
９
６
２
‐
１

開
場
時
間　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

※�

正
午
～
午
後
１
時
は
休
憩
時
間
の
た
め

遊
泳
で
き
ま
せ
ん
。

利
用
料
（
１
人
当
た
り
）

▼
高
校
生
以
上　
　
　
　
　
　
１
５
０
円

▼
３
歳
以
上
中
学
生
以
下　
　
１
０
０
円

※
市
外
在
住
者
の
利
用
料
は
２
倍

問
七
城
温
泉
ド
ー
ム　
☎（
26
）４
８
０
０

　
障
が
い
者
等
用
駐
車
場
を
正
し
く
利
用

し
て
も
ら
う
た
め
、障
が
い
の
あ
る
人（
交

付
基
準
あ
り
）
や
妊
産
婦
（
妊
娠
７
カ
月

～
産
後
３
カ
月
）
な
ど
歩
行
が
困
難
な
人

に
対
し
て
、
県
内
共
通
の
ハ
ー
ト
フ
ル
パ

ス
（
障
が
い
者
等
用
駐
車
場
利
用
者
証
）

を
交
付
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
県
庁
や

菊
池
保
健
所
で
行
っ
て
い
た
利
用
証
の
申

請
・
交
付
手
続
き
が
、
７
月
か
ら
市
役
所

で
も
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

申
請
に
必
要
な
も
の　
▼
身
体
障
害
者
手

帳
や
母
子
健
康
手
帳
な
ど
、
対
象
と
な
る

手
帳
▼
車
の
ナ
ン
バ
ー
の
控
え
▼
身
分
証

明
書
（
代
理
申
請
の
場
合
の
み
）

問
●申
福
祉
課　
☎（
25
）７
２
１
３

市
役
所
で
も
で
き
ま
す

ハ
ー
ト
フ
ル
パ
ス
の
申
請・交
付

　
野
良
猫
に
無
責
任
な
世
話
を
し
て
し
ま

う
と
、
近
隣
と
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
な
が
り

ま
す
。
え
さ
を
あ
げ
る
場
合
は
自
宅
の
敷

地
内
で
行
い
、
食
べ
残
し
や
フ
ン
・
尿
は

き
ち
ん
と
後
始
末
を
す
る
な
ど
近
隣
に
迷

惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
獣

医
師
と
相
談
し
な
が
ら
健
康
面
の
管
理
を

行
い
、
避
妊
去
勢
手
術
を
受
け
さ
せ
て
繁

殖
を
防
ぐ
こ
と
も
大
切
で
す
。

問
県
健
康
危
機
管
理
課

　

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
２
４
８

野
良
猫
へ
無
責
任
に
え
さ
を

与
え
な
い
で
！

　
食
品
表
示
制
度
の
更
な
る
普
及
・
啓
発

を
図
る
た
め
、
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

と　
き　
８
月
８
日
㈬

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

と
こ
ろ　
熊
本
県
菊
池
総
合
庁
舎
２
階
大

会
議
室
（
県
北
広
域
本
部
菊
池
地
域
振
興

食
品
表
示
制
度
説
明
会
を

開
催
し
ま
す

局
内
）

定　
員　
１
０
０
名
（
先
着
順
）

申
込
期
限　
８
月
1
日
㈬

申
込
方
法　
申
込
先
へ
申
込
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。｢

熊

本
県　
食
品
表
示
制
度
説
明
会｣

で
検
索
。

問
●申
県
く
ら
し
の
安
全
推
進
課
食
の
安

全
・
食
品
表
示
対
策
班　

　
☎
０
９
６（
３
３
３
）２
２
９
０

　
Ⓕ
０
９
６（
３
８
２
）７
４
０
３�

勤
務
期
間　
７
月
14
日
㈯
～
16
日
㈪
㈷

　
　
　
　
　
７
月
21
日
㈯
～
8
月
27
日
㈪

七
城
リ
バ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク

プ
ー
ル
監
視
員
募
集

し
す
い
孔
子
公
園
夏
ま
つ
り

１・５
尺
玉
サ
ポ
ー
タ
ー
募
金

勤
務
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
６
時
（
正

午
～
午
後
１
時
休
憩
）

申
込
方
法　
七
城
温
泉
ド
ー
ム
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

時　
給　
９
５
０
円
（
高
校
生
不
可
）

問
●申
七
城
温
泉
ド
ー
ム　
中な

か
　
が
　
わ
ら

河
原

　
☎（
26
）４
８
０
０

　
し
す
い
孔
子
公
園
夏
ま
つ
り
の
花
火
大

会
継
続
の
た
め
「
１・
５
尺
玉
サ
ポ
ー
タ

ー
募
金
」
を
募
集
し
ま
す
。

　
昨
年
は
皆
さ
ま
の
ご
協
力
で
約
2
万
人

の
ご
来
場
を
い
た
だ
き
、
無
事
終
了
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
も
「
熊
本
県

下
最
大
１・
５
尺
玉
」
を
テ
ー
マ
に
８
月

14
日
㈫
の
開
催
に
向
け
準
備
中
で
す
。

　

１・
５
尺
玉
は
上
空
４
０
０
㍍
で
直
径

４
０
０
㍍
に
広
が
る
巨
大
な
打
ち
上
げ
花

火
で
、
県
北
で
は
泗
水
地
区
の
み
打
ち
上

げ
可
能
な
と
て
も
貴
重
な
花
火
で
す
。
今

年
も
市
民
の
力
を
結
集
し
て
、
泗
水
の
夜

空
に
大
輪
の
花
を
咲
か
せ
ま
し
ょ
う
。

問
●申
し
す
い
孔
子
公
園
夏
ま
つ
り
花
火
大

会
事
務
局（
菊
池
市
商
工
会
泗
水
支
部
内
）

　
☎（
38
）２
７
０
８

サマージャンボ
宝くじ

この宝くじの収益金は市町村の
明るく住みよいまちづくりに使
われます。

７月９日㈪ 発売

問い合わせ先
（公財）熊本県市町村振興協会
☎096（331）0007

１枚 300円

　

平
成
33
（
２
０
２
１
）
年
４
月
か
ら
、

菊
池
環
境
保
全
組
合
（
菊
池
市
、合
志
市
、

大
津
町
お
よ
び
菊
陽
町
で
構
成
す
る
一
部

事
務
組
合
）
が
整
備
を
進
め
る
ご
み
焼
却

施
設
お
よ
び
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の

運
用
が
始
ま
り
ま
す
。こ
れ
に
合
わ
せ
て
、

こ
れ
ま
で
旧
市
町
村
で
異
な
っ
て
い
た
ご

み
処
理
体
系
を
一
本
化
し
、
分
別
方
法
を

統
一
し
ま
す
。
分
別
方
法
が
変
更
と
な
る

菊
池
地
区
、
七
城
地
区
お
よ
び
旭
志
地
区

の
皆
さ
ん
を
対
象
に
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
の
で
、
日
程
を
確
認
の
う
え
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
今
回
は
泗
水
地
区
で
の
分
別
方

法
に
変
更
は
な
く
、
住
民
説
明
会
も
実
施

し
ま
せ
ん
。

と
き
・
と
こ
ろ　
下
表
の
と
お
り

※�

ど
の
会
場
で
も
参
加
で
き
ま
す
が
、
で

き
る
だ
け
お
住
ま
い
の
地
区
の
説
明
会

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

内　
容　
ご
み
の
分
別
、
収
集
お
よ
び
処

理
方
法
の
変
更
点
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
な
ど

そ
の
他　

お
住
ま

い
の
地
区
の
説
明

会
の
日
程
が
わ
か

り
や
す
い
よ
う
に
、

説
明
会
の
あ
る
前

の
月
（
７
月
の
み

同
月
）
に
チ
ラ
シ

を
配
布
し
ま
す
。

▼平成30年度住民説明会日程表（いずれも午後７時から）　※日程・会場などが変更になる場合があります

ご
み
の
分
別
方
法
な
ど
の
変
更
に
伴
う
住
民
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

問
環
境
課

　
☎（
25
）７
２
１
７

とき ところ 対象地区

７
月

19日㈭

菊池市文化会館 大ホール

栄町・西正観寺・東正観寺・片角

20日㈮ 上町・中町・横町・立町・正院町

24日㈫ 下町・切明・迎町・中央通・立石

25日㈬ 菊池北小学校体育館 高野瀬

26日㈭ ふれあい交流センター 稗方・堀切

31日㈫ 菊池市文化会館 大ホール 北原・大琳寺・北宮

８
月

1日㈬ 菊池市文化会館 大ホール 亘・築地

６日㈪ 袈裟尾公民館 袈裟尾

８日㈬ 玉祥寺公民館 玉祥寺

17日㈮ 遊蛇口公民館 遊蛇口

21日㈫ 松島公民館 神鶴・菊池松島

22日㈬ 柿木平公民館 柿木平

23日㈭ 日向公民館 日向

24日㈮ 中原公民館 中原

28日㈫ 藤田公民館 藤田

30日㈭ 上木庭公民館 上木庭

31日㈮ 下木庭公民館 下木庭

９
月

3日㈪ 平良々石公民館 菊池佐野

5日㈬ 鍋倉公民館 鍋倉

6日㈭ 日生野公民館 日生野

10日㈪ 水源支館 原細永・木佐木・滝黒仁田

11日㈫ 伊牟田公民館 伊牟田

13日㈭ 塚原公民館 長六・塚原

19日㈬ 下組公民館 下組

21日㈮ 岩平公民館 岩平

26日㈬
水迫里山の家

古川・立門・戸城

27日㈭ 永山・伊野・木護・柏・鉾の甲・杉生

10
月

2日㈫ 龍門支館 寺小野・染土・長野・龍門一

3日㈬ 雪野公民館 雪野

9日㈫ 小木公民館 小木

11日㈭ やまびこ体育館 鳳来・穴川

12日㈮ 菊池北小学校体育館 西迫間・七坪・東迫間

15日㈪ 中野瀬公民館 市野瀬・中野瀬

17日㈬ 太田公民館 太田

19日㈮ 迫間支館 大柿・菊池平野・戸豊水

23日㈫ 迫龍ふれあいセンター 茂藤里・篠倉・伊倉・道園・金峰・生味

青
酸
カ
リ
の
数
百
倍
の
毒
性
を
持
つ
非
常

に
危
険
な
毒
で
す
。
県
で
は
、
県
知
事
の

免
許
を
受
け
た「
ふ
ぐ
処
理
師
」の
み
が
、

「
ふ
ぐ
処
理
所
」
の
登
録
を
受
け
た
場
所

で
フ
グ
を
処
理
で
き
ま
す
。
免
許
を
持
た

な
い
人
が
フ
グ
を
処
理
す
る
こ
と
は
大
変

危
険
で
す
。
決
し
て
調
理
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。

問�

菊
池
保
健
所
衛
生
環
境
課

　
☎（
25
）４
１
３
５

とき ところ 対象地区

10
月

25日㈭ 村田区生涯学習センター 村田

26日㈮ 下長田公民館 上長田・下長田・大塚

30日㈫ 深川公民館 深川

31日㈬ 西部市民センター 野間口・東原

11
月

2日㈮ 神来集落農事集会所 神来

6日㈫
西部市民センター

上西寺・中西寺・下西寺

7日㈬ 辻・南古閑・北古閑

9日㈮
花房支館

上出田・下出田・植古閑

13日㈫ 広瀬・木柑子・花房台

15日㈭
戸崎支館

今・上赤星・下赤星

16日㈮ 甲森北・乙森北・上古閑

22日㈭ 菊池市文化会館 大ホール 遊蛇口特別区・お住まいの地区で参
加できない人、できなかった人

27日㈫

七城老人福祉センター

山崎・上水次・下水次

28日㈬ 岡田・流川・辺田

29日㈭ 台・瀬戸口・居屋敷の里

12
月

3日㈪

七城公民館

甲佐町・西郷・間所・雇用促進住宅・西
郷従業員住宅・砂田西団地

4日㈫ 荒牧・高田・五海・羽根木・蟹穴

6日㈭ 新古閑・清水・宮園・菰入

10日㈪

リバーサイドパーク

戸田島・七城田中・本村・加恵

11日㈫ 岩瀬・前川・板井・梶迫

13日㈭ 林原・元村・新村・打越・内島

14日㈮ 小野崎・七城松島・上橋田・下橋田・大尺

平
成
31
年
１
月

17日㈭ 楠原構造改善センター 九ノ峰・楠原

18日㈮ 岩本公民館 岩本・岩本住宅

21日㈪ 姫井公民館 小川・姫井

23日㈬

旭志公民館

伊萩・小原・津留

25日㈮ 北桜ヶ水・南桜ヶ水・湯舟

29日㈫ 高柳・平・高柳住宅

30日㈬ 妻越・大迫・新明団地

２
月

1日㈮ 旭志公民館 高永・伊坂

4日㈪ 川辺コミュニティセンター 川上・川下・出分

5日㈫ 川辺南公民館 川辺南

7日㈭ 尾足コミュニティセンター 尾足

13日㈬ あさひが丘集会所 あさひが丘

15日㈮ 片川瀬公民館 片川瀬

各支所の問い合わせ先
七城支所　☎(25)1000
旭志支所　☎(25)3330
泗水支所　☎(25)2001
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問
県
立
高
等
技
術
専
門
校

　
☎
０
９
６（
２
９
７
）９
９
１
５

科　目 受講できる
障がい区分 定員 募集期間 訓練期間 会　場

パソコン
基礎科

身体（上肢・内部）、
精神、発達、難病、
高次脳機能

10人 ７月１１日㈫～
８月31日㈮

10月２日㈫～
10月31日㈬

株式会社
インターネッツ

（熊本市中央区）

ビジネス
技能資格
取得科

【在職者訓練】

身体（上肢・下肢・
内部）、精神、発達、
難病

５人 ～８月31日㈮ 10月2日㈫～
12月25日㈫

ＮＰＯ法人
アイ・ネットワー
クくまもと

（熊本市中央区）

※詳しくは熊本県立高等技術専門校ホームページに掲載しています。

　
職
業
訓
練
に
よ
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
通

じ
て
早
期
就
職
を
実
現
す
る
た
め
に
、
国

が
支
援
す
る
制
度
の
一
つ
で
す
（
テ
キ
ス

　
か
お
り
の
樹
木・草
花
を
使
っ
た
、「
み

ど
り
香
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
演
出
す
る
企

画
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
限　
９
月
14
日
㈮

応
募
要
件　
▼
か
お
り
の
樹
木
・
草
花
な

ど
（
原
則
と
し
て
30
本
以
上
）
を
使
用
す

る
企
画
で
あ
る
こ
と
▼
今
後
実
施
予
定
で
、

植
栽
場
所
を
確
保
し
て
い
る
企
画
で
あ
る

こ
と
（
既
に
実
施
し
て
い
る
場
合
は
、
植

え
替
え
や
拡
大
な
ど
を
想
定
し
て
い
る
事

業
で
あ
る
こ
と
）

応
募
資
格　
地
方
公
共
団
体
、
民
間
企
業
、

学
校
、
商
店
会
や
町
内
会
な
ど
の
住
民
団

体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
各
種
団
体
、
個
人

審
査・評
価
基
準　
▼
「
企
画
の
テ
ー
マ・

ね
ら
い
」、「
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
」
が
本

と　
き　
７
月
28
日
㈯　

　
　
　
　
午
後
１
時
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
鹿
本
医
師
会
看
護
学
校
（
山
鹿

市
山
鹿
３
３
２
番
地
１
）

内　
容　
学
校
説
明
、
卒
業
生
・
在
校
生

と
の
フ
リ
ー
ト
ー
ク
、
看
護
体
験
コ
ー
ナ

ー
な
ど

申
込
期
限　
７
月
25
日
㈬

問
●申
鹿
本
医
師
会
看
護
学
校　

　
☎（
44
）６
０
９
８

障
が
い
者
委
託
訓
練

職
業
訓
練
コ
ー
ス

鹿
本
医
師
会
看
護
学
校
オ
ー
プ

ン
ス
ク
ー
ル
参
加
者
募
集

き
く
ち
楽
習
大
学　

菊
池
遺
産
を
巡
ろ
う

「
み
ど
り
香
る
ま
ち
づ
く
り
」

企
画
コ
ン
テ
ス
ト
参
加
者
募
集

　

地
域
の
宝
物
と
し
て
大
切
に
守
ら
れ
、

親
し
ま
れ
て
い
る
「
菊
池
遺
産
」
を
巡

り
、
ふ
る
さ
と
の
歴
史
に
触
れ
て
み
ま
せ

ん
か
。
旭
志
地
区
を
中
心
に
貸
切
バ
ス
で

巡
り
ま
す
。

と　
き　
７
月
30
日
㈪
（
雨
天
決
行
）

　
受
付　
午
前
８
時
50
分
～

　
出
発　
午
前
９
時
～

集
合
場
所　
市
役
所
本
庁
舎
正
面
玄
関
前

コ
ー
ス　
円
通
寺
→
姫
井
橋
→
姫
井
乙
姫

神
社
（
一
部
抜
粋
）

参
加
費　
千
円
（
バ
ス
代
、
昼
食
代
、
保

険
料
含
む
）
※
実
施
日
前
日
以
降
の
キ
ャ

ン
セ
ル
は
、
キ
ャ
ン
セ
ル
料
５
０
０
円

定　
員　
20
人
（
先
着
順
）

※
最
少
催
行
人
数
10
人

申
込
方
法　
市
長
公
室
広
報
交
流
係
ま
た

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
申
込
書
を
、

直
接
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
最
終
旅
程
表
の
書
面
交
付
に
よ
り
申

し
込
み
成
立
と
な
り
ま
す
。

そ
の
他　
添
乗
員
は
同
行
し
ま
せ
ん
が
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
が
各
施
設
を
案
内

し
ま
す
。

申
込
期
限　
７
月
20
日
㈮

実
施
企
画　
㈱
九
州
セ
ブ
ン
観
光
バ
ス

▼�

熊
本
県
知
事
登
録
旅
行
業
第
２
‐

１
７
１
号

▼
菊
池
市
七
城
町
砂
田
１
４
９
７
‐
１

問
●申
菊
池
都
市
間
交
流
の
会
事
務
局
（
市

長
公
室
広
報
交
流
係
内
）

　
☎（
25
）７
２
５
２　
Ⓕ（
25
）２
３
２
２

ト
代
な
ど
は
自
己
負
担
）。

　
条
件
を
満
た
す
と
、
雇
用
保
険
な
ど
を

受
け
な
が
ら
受
講
で
き
ま
す
。

訓
練
場
所　
合
志
市

科　
目　
機
械
加
工
技
術
科
、
電
気
設
備

施
工
科
、
生
産
管
理
サ
ポ
ー
ト
科
、
組
込

み
マ
イ
コ
ン
技
術
科
、
溶
接
加
工
科
、
電

気
設
備
サ
ー
ビ
ス
科
、
生
産
設
備
保
全
技

術
科
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
科
、
ビ
ル
設
備

サ
ー
ビ
ス
科

募
集
期
限　
７
月
26
日
㈭

訓
練
期
間　
９
月
５
日
㈬
～
平
成
31
年
２

月
28
日
㈭
（
一
部
３
月
29
日
㈮
ま
で
）

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池　
訓
練
担
当

　
☎（
24
）８
６
２
５

コ
ン
テ
ス
ト
の
ね
ら
い
に
合
致
し
て
い
る

こ
と
▼「
実
行
可
能
性
」「
維
持
管
理
体
制
」

「
一
般
の
人
へ
の
公
開
状
況
」
な
ど
の
観

点
か
ら
総
合
的
に
評
価
す
る

各
賞・副
賞　
▼
環
境
大
臣
賞
（
１
作
品
）

副
賞　
企
画
に
応
じ
た
か
お
り
の
樹
木
な

ど
を
原
則
す
べ
て
提
供
（
50
～
百
万
円
相

当
）
▼
協
会
賞
（
３
作
品
）
副
賞　
企
画

に
応
じ
た
か
お
り
の
樹
木
な
ど
の
一
部
を

提
供
（
30
～
50
万
円
相
当
）
▼
入
賞
（
５

作
品
）
副
賞　
企
画
に
応
じ
た
か
お
り
の

樹
木
な
ど
の
一
部
を
提
供
（
10
～
30
万
円

程
度
）
▼
奨
励
賞
（
数
作
品
）

●申（
公
社
）に
お
い・か
お
り
環
境
協
会（
〒

１
６
９
‐
０
０
７
５　
東
京
都
新
宿
区
高

田
馬
場
２
‐
14
‐
２
新
陽
ビ
ル
１
１
０
６

号
）

問
環
境
省
水
・
大
気
環
境
局
大
気
環
境
課

大
気
生
活
環
境
室
臭
気
対
策
係

　
☎
03（
５
５
２
１
）８
２
９
９　

募
集
職
種
・
区
分
・
採
用
予
定
者
数

▼
大
卒
程
度

　
❶
行
政　
　
　
　
　
　
　
　
４
人
程
度

▼
高
卒
程
度　

　
❷
一
般
事
務　
　
　
　
　
　
３
人
程
度

▼
民
間
企
業
等
経
験
者

　
❸
社
会
人
枠　
　
　
　
　
　
３
人
程
度

　
❹
土
木　
　
　
　
　
　
　
　
１
人
程
度

　
❺
保
健
師　
　
　
　
　
　
　
１
人
程
度

▼
資
格
免
許
職

　
❻
保
健
師　
　
　
　
　
　
　
１
人
程
度

　
❼
調
理
員　
　
　
　
　
　
　
１
人
程
度

受
験
資
格

❶�

▼�

昭
和
61
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
９
年

　
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
▼
平
成

　
９
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で

　
次
に
該
当
す
る
人　
㋐
大
学
を
卒
業
し

　
た
人　
㋑
平
成
31
年
3
月
末
ま
で
に
大

　
学
卒
業
見
込
み
の
人　

❷�

平
成
９
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
13
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

★
民
間
企
業
等
経
験
者
共
通

　
昭
和
53
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

　
人
で
、
民
間
企
業
な
ど
に
お
け
る
職
務

　
経
験
年
数
が
、
平
成
23
年
６
月
30
日
か

　
ら
平
成
30
年
７
月
１
日
ま
で
に
通
算
５

　
年
以
上
あ
る
人

❸｢

Ｉ
Ｃ
Ｔ
業
務
（
情
報
シ
ス
テ
ム
の
開

　
発
、
管
理
、
運
用
な
ど
）
の
職
務｣

ま

　
た
は｢

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
業
務
（
商
品

　
な
ど
の
企
画
・
掘
り
起
こ
し
・
ブ
ラ
ン

　
ド
化
、
市
場
動
向
を
踏
ま
え
た
戦
略
的

菊
池
市
職
員
採
用
試
験

　
な
販
路
開
拓
な
ど
）
の
職
務｣

に
関
す

　
る
経
験
年
数
が
★
の
期
間
を
満
た
し
て

　
い
る
こ
と

❹
１
級
土
木
施
工
管
理
技
士
ま
た
は
２
級

　
土
木
施
工
管
理
技
士
（
土
木
）
の
資
格

　
を
取
得
し
、
土
木
施
工
管
理
技
士
と
し

　
て
の
職
務
経
験
年
数
が
★
の
期
間
を
満

　
た
し
て
い
る
こ
と

❺
保
健
師
の
資
格
を
取
得
し
、
保
健
師
と

　
し
て
の
職
務
経
験
年
数
が
★
の
期
間
を

　
満
た
し
て
い
る
人

❻ 

昭
和
61
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

人
で
、
保
健
師
の
資
格
を
取
得
し
て
い

る
人
。
ま
た
は
平
成
31
年
３
月
末
日
ま

で
に
取
得
見
込
み
の
人

❼
昭
和
61
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

　
人
で
、
調
理
師
の
資
格
を
取
得
し
て
い

　
る
人
。
ま
た
は
平
成
31
年
３
月
末
日
ま

　
で
に
取
得
見
込
み
の
人

受
付
期
間　
７
月
23
日
㈪
～
８
月
10
日
㈮

※
㈯
㈰
除
く

試
験
日
・
会
場

▼
一
次　
９
月
16
日
㈰

　
県
立
翔
陽
高
等
学
校
（
大
津
町
）

▼
二
次　
11
月
上
旬
（
予
定
）

　
菊
池
市
役
所
（
本
庁
）

申
込
方
法　

申
込
書
は
総
務
課
職
員
係

と
各
支
所
市
民
生
活

課
に
用
意
し
て
い
ま

す
。
電
子
申
請
に
よ

る
申
し
込
み
は
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
●申
総
務
課
職
員
係

　
☎（
25
）７
２
０
４

菊池市、
米・食味鑑定士協会
公認資格

コメのプロがおいしいコメの見分け方や炊き方のコツを伝授します。菊池米
食味コンクールなどで審査員もできる資格です。コメのことをもっと知って菊
池米の魅力を発信しませんか？

第１回▶８月19日㈰ 午後１時～３時30分（予定）

第２回▶９月9日㈰ 午後１時～３時30分（予定）

［内容］コメの構造・品質（講習）、炊飯・加水の方法（講
習）、食味官能審査方法（実食）

［内容］実技（炊飯）、米の品種・形質の違い（講習）、食
味の表現の仕方（コメの食べ比べ）

【問い合わせ先】
菊池米ブランド推進協議会（農政課ブランド推進室内）
☎（25）7266　○F （25）1123
○M brand@city.kikuchi.lg.jp

※ 今回の資格は一般の消費者を想定していますので、コメの
生産をしていない人を優先する場合があります。

※内容は都合により変更する場合があります。

市内在住または在勤・在学で高校生以上の人。受講後
は市が行う菊池米のPR事業（食味コンクールの審査員
や情報発信など）に賛同し、可能な範囲で協力できる人。

30名
中央公民館（菊池市生涯学習センター）

7月31日㈫

米・食味鑑定士協会会長  鈴
すず

木
き

秀
ひで

之
ゆき

さん
㈱イリグチ代表取締役  入

いり

口
ぐち

壽
ひさ

子
こ

さん（米・食味鑑定士）

※ 今回は2,000円を菊池米ブランド推進協議会が負担しま
すので、参加者負担は実質1,000円になります。

3,000円（テキスト・材料費含む。年会費・更新費無料）
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各支所の問い合わせ先
七城支所　☎(25)1000
旭志支所　☎(25)3330
泗水支所　☎(25)2001

菊池市ホームページ
http://www.city.kikuchi.lg.jp/

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所　〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

費用を記載していないものは基本的に無料です。
記号の説明　問…問い合わせ先　●申…申込先　☎…電話番号
Ⓕ…FAX　Ⓜ…メールアドレス　Ⓗ…ホームページ

と　
き　
７
月
25
日
㈬
～
31
日
㈫

　
　
　
　
午
後
８
時
ま
で

と
こ
ろ　
本
庁
１
階
税
務
課
徴
税
係

※
各
支
所
で
は
開
設
し
ま
せ
ん
。

問
税
務
課
徴
税
係　
☎（
25
）７
２
０
８

　
オ
ス
ト
メ
イ
ト
（
人
工
肛
門
・
人
工
膀

胱
造
設
者
）
の
人
お
よ
び
そ
の
家
族
を
対

象
に
、
ス
ト
ー
マ
ケ
ア
（
人
工
肛
門
な
ど

の
手
入
れ
の
仕
方
）
な
ど
に
つ
い
て
相
談

イ
ベ
ン
ト

　
夫
や
妻
、
恋
人
な
ど
身
近
な
人
か
ら
の

暴
力
や
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
職
場
で
の
パ

ワ
ハ
ラ
、
そ
の
他
性
別
に
よ
る
不
当
な
差

別
や
嫌
が
ら
せ
な
ど
の
悩
み
に
対
す
る
相

談
（
今
月
は
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）
を
受
け
ま

す
。
要
予
約
。

と　
き　
７
月
17
日
㈫

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

と
こ
ろ　
本
庁
2
階
相
談
室
22

問
●申
男
女
共
同
参
画
推
進
課

　
☎（
25
）７
２
１
０

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で

男
女
共
同
参
画
専
門
委
員
相
談

オ
ス
ト
メ
イ
ト
医
療
相
談
会

納
税
相
談
夜
間
窓
口
を

開
設
し
ま
す

相
談

　
専
門
の
医
師
、
職
員
に
よ
る
相
談
会
で

す
。
家
族
か
ら
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

要
予
約
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

と　
き　
７
月
24
日
㈫

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

と
こ
ろ　
本
庁
１
階
高
齢
支
援
課

問
●申
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６

も
の
忘
れ
相
談
会

認
知
症
介
護
家
族
の
つ
ど
い

と　
き　
７
月
25
日
㈬

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
菊
池
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内　
容　
茶
話
会
・
介
護
ミ
ニ
講
座
な
ど

問
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６

講
演
・
講
習

会
を
行
い
ま
す
。
予
約
不
要
。

と　
き　
７
月
21
日
㈯　

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
山
鹿
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー
（
山

鹿
市
山
鹿
５
１
１
番
地
）

問
（
公
社
）
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
熊
本

県
支
部　
☎
０
９
６（
２
０
６
）３
３
３
０

定
期
救
命
講
習（
普
通・上
級
）

　
突
然
の
け
が
や
病
気
な
ど
、
い
ざ
と
い

う
と
き
に
大
切
な
命
を
守
る
た
め
、
応
急

手
当
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

定
期
普
通
救
命
講
習

▼
講
習
日
・
場
所

・
7
月
18
日
㈬　
北
消
防
署

・
8
月
22
日
㈬　
西
消
防
署

・
9
月
５
日
㈬　
西
消
防
署

▼
講
習
時
間　
午
前
９
時
～
正
午

定
期
上
級
救
命
講
習

▼
講
習
日
・
場
所

・
９
月
19
日
㈬　
西
消
防
署

▼
講
習
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
い
ず
れ
も
定
員
は
30
人

�

問
●申
菊
池
広
域
連
合
消
防
本
部
警
防
課
救

急
係　
☎
０
９
６（
２
３
２
）９
３
４
９

募集種目 資　格 受付期間 試験期日 合格発表
自衛官候補生 18歳以上27歳未満の人 年間を通じて 受付時にお知らせ 試験時にお知らせ

一般曹候補生 18歳以上27歳未満の人 ７月１日㈰～
９月7日㈮

１次：９月21日㈮～23日㈰
２次：10月12日㈮～17日㈬

１ 次：10月5日㈮
最終：11月9日㈮

航空学生（海） 18歳以上23歳未満の人（高卒者（見込
含）または高専３年次修了者（見込含））

７月１日㈰～
９月7日㈮

１次：９月17日㈪
２次：10月15日㈪～21日㈰
３次：11月22日㈭～12月19日㈬

１ 次：10月5日㈮
２ 次：11月13日㈫
最終：平成31年１月22日㈫

航空学生（空） 18歳以上21歳未満の人（高卒者（見込
含）または高専３年次修了者（見込含））

１次：９月17日㈪
２次：10月15日㈪～21日㈰
３次：11月17日㈯～12月20日㈭

１ 次：10月5日㈮
２ 次：11月5日㈫
最終：平成31年１月22日㈫

平成30 年度自衛官等募集 問●申自衛隊熊本地方協力本部菊池分駐所　☎ (24)2772
　
口
に
出
し
て
は
言
え
な
い
日
頃
の
感
謝

の
思
い
を
手
紙
に
込
め
て
…
…
。

　
「
い
つ
も
あ
り
が
と
う
！
」。
心
で
は
思

っ
て
い
て
も
な
か
な
か
言
え
な
い
言
葉
。

手
紙
を
と
お
し
て
自
分
の
一
番
大
切
な

人
、
一
番
の
理
解
者
、
自
分
を
愛
し
て
く

れ
る
人
に
思
い
を
伝
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

募
集
期
限　
９
月
28
日
㈮
（
当
日
消
印
有

効
）

応
募
方
法
な
ど　
▼
応
募
資
格
は
問
い
ま

せ
ん
▼
応
募
は
封
書
１
通
に
つ
き
１
作
品

▼
手
紙
は
Ａ
４
サ
イ
ズ
４
０
０
字
詰
め
原

稿
用
紙
１
枚
以
内
。
絵
手
紙
は
、
は
が
き

サ
イ
ズ
内
▼
専
用
の
応
募
用
紙
は
商
工
観

光
課
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
泗
水
図
書

館
、
各
物
産
館
な
ど
に
設
置
し
て
い
る
ほ

か
（
募
集
期
間
中
の
み
）、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
▼
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
誰
に
宛

て
る
手
紙
か
（
夫
か
ら
妻
へ
・
妻
か
ら
夫

へ
）
を
明
記
し
、
郵
送
か
直
接
提
出
し
て

く
だ
さ
い
▼
応
募
作
品
は
未
発
表
の
作
品

に
限
り
ま
す
▼
不
適
切
な
表
現
と
判
断
さ

れ
る
作
品
に
つ
い
て
は
、
選
考
お
よ
び
展

示
を
差
し
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

そ
の
他　
▼
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん

▼
応
募
作
品
の
一
切
の
権
利
は
市
が
持

ち
、
観
光
Ｐ
Ｒ
な
ど
に
活
用
し
ま
す
▼
表

彰
式
は
11
月
22
日
㈭
予
定
。
入
賞
者
へ
の

連
絡
を
も
っ
て
結
果
発
表
に
代
え
ま
す
▼

作
品
は
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
へ
展
示
予

定
。
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
上
、
全
作
品
は
展

第
14
回
夫
婦
の
手
紙
・
絵
手
紙

作
品
募
集

示
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

賞
の
内
容

▼
夫
婦
の
手
紙
大
賞　
１
編

　
旅
行
券
（
10
万
円
相
当
）

▼
最
優
秀
賞　
２
編

　
菊
池
温
泉
ペ
ア
宿
泊
券

▼
優
秀
賞　
５
編

　
菊
池
特
産
品
詰
め
合
わ
せ
セ
ッ
ト

▼
佳
作　
10
編

　

�

市
内
共
通
商
品
券
（
２
千
円
分
）

問
●申
〒
８
６
１
‐
１
３
９
２
（
住
所
記
載

不
要
）
菊
池
市
役
所
商
工
観
光
課
内
「
夫

婦
の
手
紙
・
絵
手
紙
」
作
品
募
集
係

　
☎（
25
）７
２
２
３

職
種
・
採
用
予
定
人
数

❶
消
防　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
人
程
度

❷
救
急
救
命
士　
　
　
　
　
　
２
人
程
度

試
験
内
容
（
第
一
次
試
験
）

　
筆
記
試
験
（
高
等
学
校
卒
業
程
度
）

受
験
資
格

❶�

平
成
６
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
13
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

❷�

平
成
３
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

人
で
、
救
急
救
命
士
法
（
平
成
３
年
法

律
）
に
よ
り
救
急
救
命
士
の
免
許
を
取

得
し
て
い
る
人

試
験
日
・
会
場

▼
一
次　
９
月
16
日
㈰

　
県
立
翔
陽
高
等
学
校
（
大
津
町
）

▼
二
次　
11
月
上
旬
（
予
定
）

　
菊
池
市
お
よ
び
大
津
町
（
予
定
）

受
付
期
間　
７
月
23
日
㈪
～
８
月
10
日
㈮

菊
池
広
域
連
合
消
防
本
部

職
員
採
用
試
験

試
験
の
種
類　
甲
種
全
類　
乙
種
全
類

試
験
日　
８
月
26
日
㈰
・
９
月
９
日
㈰

受
付
期
間　

▼
書
面
申
請　
７
月
10
日
㈫
～
20
日
㈮

▼
電
子
申
請　
７
月
７
日
㈯
～
17
日
㈫

願
書
配
置
場
所　
受
験
願
書
・
試
験
案
内

な
ど
は
、
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
熊
本

県
支
部
、
熊
本
県
総
務
部
市
町
村
・
税
務

局
消
防
保
安
課
、
熊
本
市
消
防
局
・
県
下

消
防
本
部
に
配
置
し
ま
す
。

問
●申（
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
熊
本

県
支
部　
☎
０
９
６（
３
６
４
）５
０
０
５

消
防
整
備
士
試
験

　
一
人
一
人
に
あ
っ
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
内

容
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

と　
き　
７
月
11
日
㈬　

　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時
（
予
約
制
）

※
7
月
13
日
㈮
、
20
日
㈮
、
８
月
17
日
㈮

は
タ
イ
式
ヨ
ガ
（
ル
ー
シ
ー
ダ
ッ
ト
ン
）

体
験
会
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
ず
れ
も
午
後

１
時
～
3
時　
　
　

と
こ
ろ　
菊
池
養
生
園　

対
象
者　
市
内
在
住
の
人

内　
容　
体
の
部
位
ご
と
に
筋
肉
量
や
脂

肪
量
な
ど
が
わ
か
る
体
組
成
測
定
や
、
有

酸
素
運
動
の
た
め
の
エ
ル
ゴ
メ
ー
タ
ー

（
自
転
車
型
器
材
）、
独
自
の
呼
吸
法
で
体

を
ほ
ぐ
し
て
い
く
タ
イ
式
ヨ
ガ
の
体
験

申
込
方
法　
申
込
書
は
健
康
推
進
課
、
各

支
所
市
民
生
活
課
ま
た
は
菊
池
養
生
園
に

用
意
し
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
●申
菊
池
養
生
園
保
健
組
合　

　
☎（
38
）２
８
２
０

エ
ル
ゴ
メ
ー
タ
ー
、タ
イ
式

ヨ
ガ
な
ど
の
体
験
会
を
開
催

と　
き　
７
月
26
日
㈭
～
８
月
1
日
㈬

泗
水
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

小
学
生
水
泳
教
室
受
講
生
募
集

（
全
７
回
）
午
前
９
時
30
分
～
10
時
30
分

と
こ
ろ　
泗
水
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ

ー
ル　

対
象
者　
25
ｍ
が
泳
げ
な
い
市
内
小
学
生

募
集
人
員　
20
人
（
先
着
順
）

申
込
期
限　
７
月
18
日
㈬

内　
容　
顔
付
け
、
も
ぐ
る
、
息
継
ぎ
、

ク
ロ
ー
ル
な
ど

参
加
費　
２
千
円

指
導
者　
坂さ

か
田た

は
る
み
（
日
本
体
育
協
会

認
定
コ
ー
チ
）

問
●申
社
会
体
育
課　
☎（
25
）７
２
３
４

●申
泗
水
公
民
館　
☎（
25
）２
０
２
８　

※
㈯
㈰
除
く

申
込
方
法　
申
込
書
は
菊
池
広
域
連
合
消

防
本
部
と
各
消
防
署
に
用
意
し
て
い
ま

す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

Ⓗhttp://w
w
w
.kikuchi-kr.jp/

問
●申
菊
池
広
域
連
合
消
防
本
部
総
務
課

　
☎
０
９
６（
２
３
２
）９
３
４
０

第
31
回
き
く
ち
童
謡
唱
歌
祭

と　
き　
８
月
５
日
㈰　

　
開
場　
正
午

　
開
演　
午
後
0
時
30
分
～

と
こ
ろ　
菊
池
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

問
菊
池
市
文
化
会
館　
☎（
24
）１
１
０
１

※予備自衛官補も募集しています。詳しくはお問い合わせください。
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食
と
健
康
を
考
え
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
ま
す
。
自
分
の
健
康
を
考
え
る
き
っ
か

け
と
し
て
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と　
き　
７
月
12
日
㈭　
午
前
10
時
～

と
こ
ろ　
七
城
温
泉
ド
ー
ム

内　
容　
健
康
チ
ェ
ッ
ク
（
骨
密
度
、
血

管
年
齢
測
定
、
健
康
相
談
な
ど
）、
健
康

セ
ミ
ナ
ー
、
食
で
考
え
る
健
康
な
ど

申
込
期
限　
７
月
４
日
㈬

参
加
費　

昼
食
希
望
者
の
み
８
５
０
円

（
要
予
約
）

※
入
浴
・
休
憩
は
別
途
３
３
０
円
必
要

�

問
●申
七
城
温
泉
ド
ー
ム

　
☎（
26
）４
８
０
０

７
月
の
内
容

５
日
㈭　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

12
日
㈭　
プ
ー
ル
遊
び

19
日
㈭　
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り

26
日
㈭　
か
す
ぺ
る
人
形
劇

※
い
ず
れ
も
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　
菊
池
市
児
童
セ
ン
タ
ー
幼
児
室

対　
象　
市
内
に
住
む
未
就
学
児
と
そ
の

保
護
者

※�

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
、
受
付
人
数
に

制
限
が
あ
り
ま
す
。
参
加
費
２
０
０
円
。

問
●申
西
部
市
民
セ
ン
タ
ー

　
☎（
25
）２
６
２
７

未
就
学
児
の
た
め
の

す
く
す
く
講
座

　
地
下
水
の
保
全
活
動
に
取
り
組
む
意
識

の
向
上
を
図
る
た
め
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
し
ま
す
。

と　
き　
７
月
31
日
㈫　

　
　
　
　
午
後
２
時
30
分
～
４
時
30
分

と
こ
ろ　
熊
本
ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ
ス
ル
（
熊

本
市
中
央
区
城
東
町
４
番
２
号
）

講　
師　
永な

が

田た

努つ
と
む

氏
、
水み
ず
野の

直な
お
樹き

氏

定　
員　
１
５
０
名

申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
参
加

者
の
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。
７
月
２
日
㈪
受
付
開
始
。

�

問
●申
（
公
財
）
く
ま
も
と
地
下
水
財
団

　
☎
０
９
６（
２
２
７
）６
６
７
８

　
Ⓕ
０
９
６（
２
４
７
）６
６
６
１�

水
の
日
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
国
土
交
通
省
が
定
め
た
「
森
と
湖
に
親

し
む
旬
間
」
に
合
わ
せ
て
開
催
し
ま
す
。

菊
池
ふ
れ
あ
い
レ
ガ
ッ
タ
も
同
日
開
催
。

と　
き　
７
月
22
日
㈰　

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

※
レ
ガ
ッ
タ
競
技
開
始
は
午
前
９
時
45
分

と
こ
ろ　
班
蛇
口
湖
一
帯

内　
容　
バ
シ
ャ
バ
シ
ャ
プ
ー
ル
、
ヤ
マ

メ
の
つ
か
み
取
り
、
ダ
ム
の
お
な
か
探
検
、

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど

問
❶
竜
門
ダ
ム
フ
ェ
ス
タ

　
土
木
課
管
理
係　

☎（
25
）７
２
４
１

　
❷
ふ
れ
あ
い
レ
ガ
ッ
タ
大
会

　
社
会
体
育
課　
☎（
25
）７
２
３
４　

竜
門
ダ
ム
フ
ェ
ス
タ

ふ
れ
あ
い
レ
ガ
ッ
タ
大
会

わ
く
わ
く
健
康
セ
ミ
ナ
ー

と　
き　
７
月
28
日
㈯　
午
前
10
時
～

と
こ
ろ　
エ
コ
ア
く
ま
も
と
（
南
関
町
下

坂
下
４
７
７
１
‐
３
）

対　
象　
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

定　
員　
20
組
（
先
着
順
）

申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
参
加

者
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
を
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

問
●申
（
公
財
）
熊
本
県
環
境
整
備
事
業
団

　
☎
０
９
６
８（
53
）８
５
０
０　

　
Ⓕ
０
９
６
８（
53
）８
５
１
０�

エ
ビ
釣
り
体
験
開
催
！

　やながわ夏まつりを開催します。夜店や抽選会の他、
セグウェイやスラックラインの体験コーナー、ステージ
ではヒーローショー・きくちくん・ミラクルひかるさんと
盛り沢山の内容です。皆さんのご来場お待ちしています!
と　き　７月21日㈯　午後６時～
　　　　子ども向けイベント　午後５時～
ところ　九州柳河精機㈱内グラウンド
　　　　旭志川辺1106-1
問 九州柳河精機㈱　九

きゅう

柳
りゅう

会
か い

　北
き た

川
が わ

　　　　☎0968（37）3151

やながわ夏まつり

と　き　①幸せさがし「合コン」　8月12日㈰  
　　　　②シニア茶話パーティー 8月19日㈰ 
　　　　午後１時～4時
ところ　大津町まちづくり交流センター
応募資格　①男女共45歳以下　②男女共50歳以上
募集数（先着順）　①男女各10名　②男女各15名
参加費　1,000円（当日徴収） 別途入会登録費1,000円
申込方法　郵送（履歴書1通・写真3枚上半身葉書サイズ）
送付先　〒869-1221大津町陣内1652 江

え

藤
と う

南
な

美
み

枝
え

主　催　認定NPO法人はっぴぃ♡はっぴぃ
問桐

きり

原
はら

☎080（2745）7788  江藤☎070(2399)9259

「合コン」パート57＆第6回シニア茶話パーティー

　正観寺では、毎年恒例の地蔵祭りを開催します。地区
の子どもたちが祭りの準備や箱庭づくりを行い、参拝者
を出迎えます。毎年多くの皆さんに参拝していただき、
子どもたちも楽しい思い出を作っています。皆さんの参
拝をお待ちしています。
と　き　７月21日㈯　午後5時30分～８時
　　　　小雨決行・雨天中止
ところ　正観寺地蔵堂
内　容　輪投げ、くじ、ラムネ、かき氷　
問 城

じょう

　☎090（4983）8972

正観寺地蔵祭り

　グッデイ菊池店では夏休み期間中に、親子で楽しむ夏
休み親子ワークショップを開催します。対象年齢は5歳
以上のお子様と保護者です。皆さんのご参加をお待ち
しています。
と　き　夏休み期間中 毎週㈰開催
ところ　グッデイ菊池店
参加費　600円～1,500円（材料費）
　　　　グッデイホームページでも募集中
問●申 グッデイ菊池店　吉

よし

田
だ

　　　　☎0968（24）5717

夏休み工作親子ワークショップ参加者募集

　犬・猫が大好きな方、一緒にお世話やお掃除をしませ
んか。お手伝いしてくださる方を募集しています。事前
にお電話でご予約ください。
と　き　毎日午前9時～
ところ　隈府にある西原しっぽ村シェルター内
対　象　15歳以上の人(未成年の方は
　　　　保護者の許可が必要)
※犬・猫のことでわからないことがあれば
　お電話ください。
問●申 茂

しげ

見
み

　☎070（2416）9815

犬・猫のお世話をしてくれるボランティア募集

　菊池の子どもたちへ科学・理科のおもしろさや楽しさ
を広めるため、園児、小中学生を対象とした科学の祭典
を開催します。おもしろい実験やスライムを作って遊べ
るおもちゃなどを、たくさん用意して待っています。事
前申込不要。
と　き　７月21日㈯　午前10時～午後２時
ところ　菊池市文化会館小ホール
入場料　無料　
問隈府小　松

まつ

岡
おか

　☎0968（25）2197

第12回科学の祭典in菊池

　菊池市でも増え続ける空き家問題の解決ヒントを具
体例を出しながらご紹介します。
対　象　「空き家」や「将来空き家」をお持ちの人、管理
　　　　を任されている人、空き家増加に問題意識を
　　　　感じている人、空き家を活用したい人
と　き　7月14日㈯　午後1時30分～3時
ところ　中央公民館
参加費　無料
申込方法　電話（予約制）
問●申 Lifeデザインアカデミー　☎0120（031）239

第２回  空き家対策セミナー

※ 市民の広場は市民が投稿するコーナーです。行政情報で
はありません。ご不明な点などありましたら各問い合わせ
先へご連絡ください。

※ 投稿は随時募集しています。詳しくは市長公室広報交流係
までお問い合わせください。

　☎0968（25）７２５２　 Ⓜkouhou@city.kikuchi.lg.jp

　里山の自然の中で食事を楽しみながら、プロの音楽
に触れてみませんか。心がキュンとなる思い出の１曲に
出会えるはず…。
と　き　７月28日㈯　午後６時15分～８時
ところ　つばき庵（重味3503-1）
参加費　１人 2,500円（食事付き）
定　員　40人
申込期限　７月23日㈪
問●申「つばき庵」代表　高

たか

木
き

恵
え

美
み

☎0968（41）8525  Ⓜ�happy8612_0525@yahoo.co.jp

夏の夕暮れ食と音のコラボレーション
～ フォークデュオ Waltz サチコ＆テツ ～

つばき庵
フェイスブック
QRコード↓

と　
き　
７
月
21
日
㈯
、
28
日
㈯　

　
　
　
　
い
ず
れ
も
午
前
９
時
～

と
こ
ろ　
菊
池
少
年
自
然
の
家
ほ
か

内　
容　
川
遊
び
、
沢
登
り
、
ニ
ジ
マ
ス

つ
か
み
、
タ
ー
ザ
ン
ロ
ー
プ
な
ど

対　
象　
小
・
中
学
生
各
回
50
人
（
両
日

参
加
は
不
可
。申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

参
加
費　
千
円
（
昼
食
、
保
険
代
含
む
）

申
込
方
法　
事
前
に
電
話
申
込

問
●申
県
立
菊
池
少
年
自
然
の
家

　
☎（
27
）０
０
６
６

夏
だ
！　
川
だ
！

サ
ン
サ
ン
サ
マ
ー
！

９月30日（日）まで
加盟店のアイスを購入し、スタンプを
集めてパンフレットを完成させましょう!
パンフレットは各店舗に置いてあります。

８店舗のスタンプが貯まったら応募用紙に必要事項を記入し、加
盟店へご提示ください。抽選で50名様にスクラッチくじ１０枚をプ
レゼントします！  ※ 当選者の発表は商品の発送をもってかえさせていただきます。

スタンプ３つで好きなアイスを１つプレゼント！
全８店舗のスタンプを集めてプレゼントに応募！

問 きくちあいす倶楽部事務局（ついんスター内）
　 ☎（37）4556

●アイスクリーム専門店 ついんスター
　☎（37）4556
●洋菓子工房 森と山
　☎（25）4234
●きくち観光物産館
　☎（25）5477
●渡辺商店
　☎（25）2306

●砦農園 メロンドーム店
　☎（25）5548
●七城温泉ドーム
　☎（26）4800
●道の駅泗水 養生市場
　☎（38）6100 
●くまさんの焼きグリ
　☎096（233）3050

スタンプラリー対象店

各支所の問い合わせ先
七城支所 ☎ (25)1000
旭志支所 ☎ (25)3330
泗水支所 ☎ (25)2001

記号の説明
問…問い合わせ先　●申…申込先　☎…電話番号
Ⓕ…FAX　Ⓜ…メールアドレス　Ⓗ…ホームページ

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所
〒861-1392 菊池市隈府888番地

費用の記載がないものは基本的に無料です。 菊池市ホームページ　http://www.city.kikuchi.lg.jp/
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市内３高校の魅力を伝えます！

６月に行われた県高等学校総合体
育大会と県高等学校総合文化祭
での生徒の活躍をお伝えします。

　
畜
産
科
学
科
３
年
の
野の

嶋じ
ま

大だ
い

佑す
け

さ
ん
が
９

分
22
秒
60
の
タ
イ
ム
で
２
位
に
入
賞
し
ま
し

た
。
６
月
14
日
～
17
日
に
沖
縄
県
で
行
わ
れ

た
南
九
州
大
会
に
も
出
場
。
入
賞
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、野
嶋
さ
ん
の
今
後
の
活
躍
に

注
目
で
す
。

　

普
通
科
３
年
の
田た

中な
か

咲さ

妃き

さ
ん
が
県
高
校

総
体
剣
道
女
子
個
人
で
準
優
勝
。
８
月
に
三
重

県
で
行
わ
れ
る
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
し
ま
す
。

田
中
さ
ん
は「
感
謝
の
気
持
ち
を
も
っ
て
、一つ一つ

精一杯
戦
っ
て
い
き
た
い
」と
意
気
込
み
を
語
り
ま

し
た
。
ま
た
、入
場
行
進
は
統一性
と
さ
わ
や
か
な

笑
顔
が
評
価
さ
れ
、奨
励
校
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
６
月
17
日
に
本
校
で
九
州
地
区
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
畜
産
科
学
科
２
年
の
篠し

の

塚つ
か

元げ
ん

気き

さ
ん
が
優
勝
、畜
産
科
学
科
３
年
の
宮み

や

尾お

鷹た
か

之の

介す
け

さ
ん
が
３
位
に
入
賞
し
、本
校
馬
術
部
が
大
活
躍
。

入
賞
し
た
篠
塚
さ
ん
と
宮
尾
さ
ん
は
８
月
に
北
海

道
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

　

県
高
校
総
体
ボ
ー
ト
競
技
で
、女
子
か
じ
付
き
ク

オ
ド
ル
プ
ル
で
２
位
、女
子
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル
で
田た

内う
ち

綾あ
や

音ね

さ
ん
が
３
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。
女
子
か
じ
付

き
ク
オ
ド
ル
プ
ル
は
、６
月
15
日
～
17
日
に
宮
崎
県

で
開
催
さ
れ
た
九
州
大
会
に
出
場
。
３
年
の
坂さ

か

本も
と

莉り

央お

さ
ん
は「
台
風
の
影
響
で
未
経
験
の
試
合
環

境
で
し
た
が
、ク
ル
ー
全
員
で
ベ
ス
ト
な
ロ
ー
リ

ン
グ
が
で
き
ま
し
た
」と
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

　

県
総
文
祭
で
は
演
劇
部
が
城
北
高
校
と
合

同
で「
来
年
も
今
日
も
ま
た
」と
い
う
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
を
発
表
し
ま
し
た
。
発
表
し
た
２

年
の
平ひ

ら

川か
わ

愛え

巳み

奈な

さ
ん
は「
初
め
て
の
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
は
難
し
か
っ
た
で
す
が
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。
今
後
の
活
動
に
生
か
し
た
い

で
す
」と
話
し
ま
し
た
。

菊池農業高校
☎0968（38）2621

菊池高校
☎0968（25）3175

菊池女子高校
☎0968（25）3032問い合わせ先

県
高
校
総
体
、

陸
上
３
千
㍍
障
が
い
２
位
入
賞
！

剣
道
女
子
個
人
準
優
勝
、

開
会
式
行
進
２
年
連
続
奨
励
校
受
賞
!!

第
29
回
全
日
本
高
等
学
校
馬
術
選
手
権
大

会
九
州
地
区
予
選
会

　

郷
土
芸
能
部
は
吟
詠
剣
詩
舞
部
熊
本
県
合
同

チ
ー
ム
の一
員
と
し
て
、今
年
も
長
野
県
で
行
わ
れ

る
全
国
総
文
祭
に
代
表
出
場
し
ま
す（
演
目
：「
人

間
西
郷
ど
ん
」）。
茶
道
部
も
堂
々
の
お
点
前
を
披
露
。

バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
部
は
ミ
ー
シ
ャ
の「
明
日
へ
」に

合
わ
せ
華
麗
に
舞
っ
て
会
場
を
魅
了
し
ま
し
た
。

多
種
多
彩
な
部
活
が
成
果
を
披
露
！

ボ
ー
ト
競
技
、今
年
も
九
州
大
会
で
健
闘

演
劇
部
が
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
を
披
露

1.2_ 今年も好成績を残した
女子ボート部 3_リーディング
を披露する演劇部

1_賞状を持つ野嶋さん 2_
優勝した篠塚さん 3_３位に
入賞した宮尾さん

1_全国総文祭に出場する吟詠剣詩舞部熊本県合同チーム 
2_インターハイ出場が決まった田中さん 3_躍動感ある演
技で会場を魅了したバトントワリング部

1

1

1

3 2

2

3

2
3

市内の各小中学校で行われているさまざまな取り組
みをピックアップしてご紹介します。

問学校教育課　☎ 0968(25)7231

vol.47

旭志中学校

菊池北中学校

域をあげた体育大会地５月19日

白熱した女子のタイヤの奪い
合い

協力して装飾画を描きました

　第72回体育大会を開催しました。生徒らは春休
みから計画を立て、昼休みや放課後には自主練習
をする生徒も。応援に使う各団の装飾画も、生徒ら
が描きました。天候に恵まれた当日は、練習の成果
を発揮。小学生や園児、地域住民らが参加する種
目もあり、大いに盛り上がりを見せました。

小と合同運動会北５月20日

玉入れで仲良く入場 小中学生が一緒に応援しまし
た

　両校の交流を深めようと、北小学校との合同運動
会を開催しました。練習では北小の児童が北中を
訪問。本番前から交流も活発になりました。当日は
小中学生が一緒に玉入れや騎馬戦などに参加。フィ
ナーレには一緒にダンスも。北中の生徒は「小中学
校が一つになって頑張れた」と話しました。

　環境美化委員会の児童と教師が、花壇を作りま
した。虹や星などの形にレイアウトした花壇に、地
域住民や菊池農業高校の生徒が育てた苗を丁寧に
植えました。同校の教師は「満開になるのが楽しみ」
と話しました。

６月12日

元気に育つことを願って水を
あげました

１本１本心を込めて植えました

夏の花壇づくり初
泗水東小学校

　５月11日に交通安全教室を実施しました。正しい
自転車の乗り方や横断歩道の渡り方を警察官が指
導。ダミー人形を使い、飛び出しの危険性について
勉強しました。８日には、３年生が熊本自動車学校を
訪問。自転車の映像シミュレーションを体験し、路
上に潜む危険を学びました。

５月８日・11日

映像を使った路上シミュレーシ
ョンで危険を体験

警察の協力のもと開催

を守る交通安全教室命
菊之池小学校

　自然と触れ合う目的で、３年生が赤星井手で魚と
りを体験しました。水位が低く水も澄んでいるため
魚を探しやすく、中には20㎝以上ある魚を捕まえ
た人も。参加した児童は「大きな魚が採れてうれし
い。水が冷たくて気持ち良かったです」と振り返り
ました。

５月３日

楽しいゴールデンウィークの思い出になり
ました

「大きい魚が取れ
たよ！」

手で魚とり体験井
戸崎小学校

31 302018 July広報きくち2018 July広報きくち



きくち防災・行政ナビ

GooglePlayやApp Storeで「きくち
防災」と検索し、ダウンロードしてくだ
さい。QRコードを読み取ると便利です。

音声だけでなく、防災無線など
の情報を文字や画像を使って見
ることができます。

文字・音声・画像で

普段お使いのスマートフォンやタ
ブレットを利用するため、自宅や
外出先で情報を確認できます。

いつでも、どこでも

消防署と連携し火災情報も配信できるようになりました。
学校からのお知らせ配信もスタートします。

火災情報や学校からのお知らせも

繰り返し、何度でも情報を確認で
きます。

何度でも

ダウンロードはこちらから

【問い合わせ先】 防災交通課 ☎0968（25）7203

Android用 iPhone用

大切な情報を確実に受け取るスマホアプリ

　　　

GooglePlay（Android）やApp Store（iPhone）か
ら「マチイロ」と検索してダウンロード。インストー
ル後、簡単な個人設定をして使用してください。

広報きくちがもっと身近になる機能が
盛りだくさん！

マチイロは「広報きくち」をいつでも
どこでも読むことができるスマートフォ
ン専用の無料アプリです。
Ⓗhttp://machiiro.town/ マチイロホームページ ↑ 

　５月31日、ロアッソ熊本の選手が自治体や
地域住民との交流を通してまちづくりやまちお
こしを応援する“火の国もりあげタイ!”の本市
担当選手が、市役所を表敬訪問しました。
　当日は株式会社アスリートクラブ熊本の永

なが

田
た

求
もとむ

代表取締役社長と本市担当の11人の選
手の中から5人の選手が、選手の写真入りのぼ
り旗や、サインが入ったチームフラッグなどを
江

え

頭
がしら

実
みのる

市長に手渡しました。
　選手たちは「スタジアムでの観戦は、試合の
臨場感や緊張感、観客みんなで応援する一体
感を感じることができる。グルメも楽しめるので、
サッカーをよく知らない人でもぜひ気軽にスタ
ジアムに来てほしい」とサッカーの面白さをア
ピール。本市との取り組みでは、子どもたちと
のサッカー教室の開催や、菊池の豊かな自然
や食べ物とコラボレーションしたプログラムなど、
地域の特色を生かしたアイデアが出されました。
　今後はロアッソ熊本と菊池市民が交流を深
め、お互いにとって有意義な取り組みを企画し
ていきます。

“火の国もりあげタイ!”が表敬訪問

ロアッソ熊本を応援しよう！

　式の後には、市内のサッカークラブ「FC VIVO」
の子どもたちが囲み取材に挑戦。初めは緊張した表
情でしたが、「遠くまでボールを蹴るコツはなんですか」、

「試合中はどんなことを考えていますか」など、何度
も手を上げて質問。選手たちの真剣な答えに目を
輝かせて聞き入っていました。

　サッカーを見たことが
ない、ルールが分からな
いという人でも、スタジ
アムに来ればきっと楽し
めます。一緒に「カモン
ロッソ」（勝ったときのセ
レモニー）しましょう!

　皆さんにサッカーのこ
と、ロアッソ熊本のこと
を知ってもらうために、
わたしももっと菊池市に
通いたいと思います。妻
とのデートでも遊びに来
たいです!

　サッカーを通して、菊
池市に良い刺激を届け
られればいいなと思い
ます。色々な取り組みを
行いたいと思いますの
で、ぜひスタジアムにも
遊びに来てください。

　スタジアムに来て、生
で試合を見てもらいた
いです。スタジアムグル
メもおいしいので、サッ
カーをあまり知らない人
でもお祭り気分で楽しめ
ると思います!

　菊池の皆さんにロアッ
ソファンに なって もら
えるように試合に勝ち、
チームとしてもレベルアッ
プを目指します。これか
らも熊本の復興支援に
力を入れたいです！

畑
はた

　実
みのる

選手 片
かた

山
やま

奨
しょう

典
すけ

選手 青
あお

木
き

　剛
たけし

選手

イム ジンウ選手（ポジション：DF、背番号：３）

上
かみ

村
むら

周
しゅう

平
へい

選手（ポジション：MF、背番号：８）

田
た

辺
なべ

圭
けい

佑
すけ

選手（ポジション：MF、背番号：25）

林
はやし

　祥
しょう

太
た

選手（ポジション：MF、背番号：28）

米
よね

原
はら

秀
しゅう

亮
すけ

選手（ポジション：MF、背番号：32）

鈴
すず

木
き

翔
しょう

登
と

選手（ポジション：DF、背番号：39）

上
うえ

原
はら

拓
たく

郎
ろう

選手 佐
さ

藤
とう

昭
あき

大
ひろ

選手
ポジション ポジション ポジション ポジション ポジションGK DF DF MF GK

背番号 背番号 背番号 背番号 背番号1 ７ 15 22 30
出身地 出身地 出身地 出身地 出身地益城町 奈良県 群馬県 北海道 三重県

菊池市担当選手（表敬訪問式出席選手）

その他の菊池市担当選手

←フェイスブック QRコード
菊池市  協力隊

vol.16

【 

聞
き
手 

】

地
域
お
こ
し
協
力
隊

魅
力
発
信
マ
イ
ス
タ
ー　
伊い

藤と
う 

亮り
ょ
う

里
山
創
造
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

松ま
つ

枝え
だ 
智と

も

博ひ
ろ

さ
ん

◀ 

鍬
を
手
に
パ
ー
マ
カ

ル
チ
ャ
ー
ス
タ
イ
ル

海
外
の
経
験
を
菊
池
に
還
元

自
然
体
の
暮
ら
し
を
実
践
し
た
い

　
８
年
の
海
外
生
活
を
生
か
し
、英
語
の
翻
訳
や
国

外
へ
情
報
を
発
信
。
ま
た
、民
泊
事
業
に
も
携
わ
り
、

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
作
り
や
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
し
て
い
ま
す
。

　
自
身
の
生
活
で
は
、持
続
で
き
る
農
業
の
あ
る
暮

ら
し「
パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
」を
実
践
。
農
薬
を
使

わ
な
い
自
給
自
足
の
畑
を
作
り
、動
画
サ
イ
ト
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
で
畑
を
耕
す
様
子
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、移
動
で
き
る
建
物
を
自
作
し
、住
居（
モ
バ

イ
ル
ハ
ウ
ス
）や
店
舗（
モ
バ
イ
ル
シ
ョ
ッ
プ
）を
自

作
す
る
計
画
も
立
て
て
い
ま
す
。

　
「
菊
池
に
は
、都
会
に
無
い
魅
力
が
詰
ま
っ
て
い

る
」と
説
明
。「
時
代
の

最
先
端
を
行
く
生
き
方

を
開
拓
し
て
い
る
よ
う

で
魅
力
的
。
パ
ー
マ
カ

ル
チ
ャ
ー
を
実
践
す
る

暮
ら
し
ぶ
り
を
広
く
発

信
し
、
菊
池
の
魅
力
を

伝
え
た
い
で
す
ね
」

週１から始める英会話

■フリースタイル英会話
　毎週㈮ 午後７時３０分～
■英語脳レッスン
　毎週㈬ 午後７時３０分～
料金：いずれも１回５００円

kokopro.jp/eng/e
←QRコード

【 

問
い
合
わ
せ
先 

】

企
画
振
興
課 

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
５
０

申し込みはこちらから

youtube アカウント
Tomo Matsueda （トモ マツエダ）
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　菊池北小学校の4年生51人が、黒
くろ

谷
たに

光
みつ

臣
おみ

さん ( 太田 ) 所
有の竹林でタケノコ堀りを体験しました。この体験は黒谷さ
ん協力のもと毎年行っており今回で20年目。子どもたちは

「初めてだったけど、上手に掘れた」と笑顔を見せました。

黒谷さんは「この日のために竹林の手入れをしてきた。子どもたち
が楽しみにしているので、できる限り続けたい」と話しました

タケノコいっぱい掘ったよ！
4月17日　菊池北小学校タケノコ堀体験

　菊池市消防団泗水方面隊消防操法大会が泗水グラウンド
で開催され、19チームが日頃の訓練の成果を披露しました。
　優勝：第13分団2部2班 ( 福本一・田吹 )、2位：第14分団2
部1班(永)、3位：第13分団3部1班(富出分・田中)

上位3班に加え第13分団3部2班(富)、第15分団1部2班(三万田)
が菊池市支部消防団操法大会に出場します

市民を火災から守るために
４月29日　泗水方面隊消防操法大会

　「西部の森きくち」第9回植樹祭が開催され、西部電機工
業㈱の社員や家族など約220人が参加。旭志の市有林にヤ
マザクラやヤマモミジなど1,250本を植樹しました。植樹後
は、椎茸の植菌作業や木工教室を体験しました。

企業と地域と行政の森づくり
４月21日　「西部の森きくち」第9回植樹祭

　泗水佐野区の老人会が毎月恒例の清掃作業を行いました。
この活動は40年以上続けており、お宮は地区の憩いの場に
もなっています。老人会代表の古

ふる

市
いち

忠
ただ

昭
あき

さんは、「ふれあい
と運動の良い機会になっている」と話しました。

皆さんでしめ縄を作成している写真を手に笑う古市さん（中央）と老
人会の皆さん

毎月恒例のお墓・お宮清掃
5月1日　泗水佐野区老人会

　中央図書館ではゴールデンウィーク中の4日間、「１日館長
体験」を行いました。辞令交付、館内巡回、館内放送、名刺
配布や司書の作成した展示企画の宣伝などを体験。8月１日
㈬、2日㈭は子ども司書体験講座を予定しています。

館長を担った4人とも、ぜひ明日から働いてほしいほどの素敵な館
長でした

立派に勤められたかな？
5月3日～６日　中央図書館

　菊池川漁業協同組合（江
え

藤
とう

俊
とし

男
お

組合長）が、市内の河川で
稚アユを放流しました。この取り組みは、魚の資源保護およ
び増殖事業として毎年行っているものです。組合員は「豊か
な菊池川となるよう、今後も続けたい」と語りました。　

七城地区にある中間育成施設で稚アユを移す組合員

大きく育て！アユ放流
４月27日　菊池川漁業協同組合

　「鯉の滝のぼり」を祝う会が、菊池さくら保育園で開催さ
れました。菊池教育会（木

き

原
はら

昭
しょう

三
ぞう

会長）が企画し６回目。雨
天のため室内での開催でしたが、園児の元気な声が部屋中
に響き渡りました。

参加者全員で子どもの健やかな成長を願いました

健やかな成長を願って
5月2日　菊池教育会

　第5回グッドライフアワード環境大臣賞自治体部門賞を受
賞した本市の取り組みを実際に体験しようと、審査委員や環
境省関係者が取材に訪れました。南

みなみ

谷
た に

審査員は「菊池は素
晴らしい場所。何度も来たくなる」と語りました。

左上から、総合プロデューサー谷
や

中
なか

氏、藤
ふじ

野
の

審査員、芳
よし

野
の

副市長、環
境省出

で

久
く

根
ね

氏、前列左から、環境省手
て

島
しま

氏、南谷審査員

癒しの里きくちを肌で体験
４月27日　グッドライフアワード実行委員訪問

　そのうち、学校部門のリザーブ・シニア・チャンピオンを菊
池農業高校の乳牛が受賞。部長を務める松

まつ

岡
おか

和
かず

希
き

さん（３年）
は、「卒業生や周りの農家の皆さんから応援いただいた。自
分たちの技術をレベルアップさせたい」と語りました。

受賞した乳牛と大会に参加した農高生徒の皆さん

　Cafe zakka bb、ヤマアイムラ、ハンドメイドママが共同
で主催し、泗水孔子公園で開催。アンティークや雑貨、グル
メなどの店舗がずらりと並び、ステージでは吹奏楽やバンド
演奏が披露され、大勢の来場者で賑わいました。

１_出店テントの後ろには孔子公園のシンボル祀聖亭　2・３_バルー
ンアートやポップコーンの出店に子どもたちも大喜び

雑貨やグルメ100店以上が集結
４月29日　第５回きくちマルシェ

平成22年から森づくり協定を結び取り組んでおり、ことしで９回目。
植樹祭には子どもから大人まで大勢の人が参加しました

　優良なホルスタインの改良を目的に5年に１度開催され、今
年は4月13日から静岡県御殿場市で行われました。月齢で12
の部門に分かれており、熊本県の代表14頭のうち、本市から
は5頭の乳牛が参加しました。

大会前の4月4日に表敬訪問に訪れた出品者。左から坂
さか

本
もと

徹
てつ

さん、
永
なが

田
た

大
ひろ

貴
たか

さん、岩
いわ

根
ね

正
せい

始
し

さん

日本一のホルスタインを目指して
４月２７日　全日本ブラックアンドホワイトショウ

1

2

3

　県と市は、県税および市税の徴収向上対策のため、市の
税務職員として任用される熊本県の税務職員の取り扱いに
関し協定を締結し、県北広域本部収税課の7名に対し辞令交
付を行いました。

併任職員は、平成31年3月29日㈮までの併任期間中、地方税の滞
納者を対象とした徴収事務を行います

県とタッグで税徴収率アップ
5月9日　県・市税務職員併任協定
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　菊池市地域コミュニティ施設等再建支援事業により、野間
口区に地蔵堂が再建されました。150年以上の歴史がある
建物でしたが、熊本地震により被災。地域住民の要望もあり
新築されました。

新たに建設された野間口区地蔵堂。東
ひがし

和
かず

德
のり

区長は「地区の皆さんに
大切にされてほしい」と話しました

地蔵堂が完成しました
５月20日　野間口区地蔵堂落成式

　堀
ほり

江
え

清
せい

次
じ

郎
ろう

、昭
あき

子
こ

夫妻が、東日本大震災のお見舞いや熊
本地震で支援いただいた自治体、各種団体へのお礼に向か
う出発式が菊池第2さくら幼楽園で行われました。堀江さん
は「皆さんの声援に元気をもらった」と語りました。

菊池養生私塾や各種団体からの支援物資を大型トラックに載せ、静
岡県や富山県、茨城県や岩手県遠野市などに向かいました

縁・結・絆プロジェクト出発式
５月11日　遠野市へ災害復旧支援

　（公社）日本青年会議所九州地区熊本ブロック協議会が主
催。親子で学ぶ教育再生フォーラムや、前福岡ソフトバンク
ホークス監督の秋

あ き

山
や ま

幸
こ う

二
じ

氏らによる、スポーツからの地域
創生を学ぶメインフォーラムが行われました。

（公社）日本青年会議所九州地区熊本ブロック協議会会長の川
かわ

上
かみ

武
たける

さんが主催者挨拶を行いました

希望溢れる熊本の創造に向けて
５月1２日・13日　熊本ブロック大会IN菊池

　菊池市第３セクター連絡協議会の山
やま

下
した

和
かず

貴
たか

会長より、菊
池市内の小学校に236枚118,000円分の図書カードが贈
られました。山下会長は「今後も活動を続け、子どもたちの
健全育成に貢献したい」と述べました。

泗水東小学校森
もり

修
しゅう

一
いち

校長㊨に図書カードを贈呈する山下会長㊧

小学校へ図書カードを寄贈
5月11日　菊池市第３セクター連絡協議会

　戸崎小学校でホタルの鑑賞会が行われ、児童や保護者な
ど約40人が集まりました。４年生が主体となり、タブレット
を使用して児童や保護者にホタルについて説明。幻想的な
ホタルの光に参加者からは歓声が上がりました。

児童の取り組みで、菊池川本流にも少しずつホタルが舞い始めました。
昨年２、３匹だったものが、今年は十数匹を確認しています

ホタル鑑賞会を開催しました
５月2３日　戸崎小学校

　菊池地域農業協働組合と市の災害時における物資供給、
防災活動への協力協定調印式を市役所で行いました。この
協定は、大規模災害が発生した場合に、被災者に対しより速
やかに、円滑に物資を供給することを目的としています。

江頭実市長㊧と三
み

角
すみ

修
おさむ

菊池地域農業組合代表理事組合長㊨

万が一の災害に備えて
５月17日　協定調印式

　5月下旬のホタル鑑賞シーズンのスタートイベントとして、
道の駅旭志ふれあいセンターで開催。地元グルメの出店の
他、旭志小児童の合唱やダンス、豪華抽選会などのステー
ジイベントで会場は大いに盛り上がりました。

恒例のホタルセレナーデ総盆踊りで幻想的なフィナーレ

グルメとステージを満喫
５月12日　201８きくちホタルフェスタin旭志

　（公社）日本ユネスコ協会連盟主催の2017「絵で伝えよう！
わたしの町のたからもの」の優秀賞に、菊池北小学校４年の
森
もり

上
がみ

幸
こう

さん（高野瀬）の作品が選ばれました。作品はカレン
ダーの一部としてユネスコ協会が配布しています。

作品を持つ森上さん。「父が白龍会に入っており、夏祭りで白龍を見
てかっこいいと思い描きました」と笑顔で話しました

白龍はわたしの町のたからもの
5月9日　ユネスコ協会優秀賞

がり、世界で活躍する選手の言葉に真剣な表情で聞き入っ
ていました。滞在中は、菊池神社を参拝したり、菊池都市間
交流の会会員と一緒に西郷隆盛企画展や中央図書館を見
学。市民と交流を深めながら菊池一族の歴史を学びました。

１_中央図書館を見学　2_西郷隆盛の企画展。平昌五輪で応援した
菊池都市間交流の会会員も駆けつけました　3_菊池神社を参拝

　平昌オリンピックの際に菊池市がパブリックビューイング
を開催し声援を送ったことへのお礼として、父親の毅

たけ

彦
ひこ

さん
と本市を訪問しました。菊池南中学校では、全校生徒が体
育館に集まり交流会を開催。生徒たちから次々と質問が上

学年ごとに記念撮影。悠希さんは「笑顔で迎えてくれ、真剣に話を
聞いてくれた。次のオリンピックを目指す力になった」と話しました

平昌オリンピック出場の菊
きく

池
ち

彩
あや

花
か

さん、菊
きく

池
ち

悠
ゆう

希
き

さんが市民と交流
５月10日・11日　菊池一族のふるさとへ里帰り

　元女優の志
し

穂
ほ

美
み

悦
えつ

子
こ

さんと市民約70人が清流公園にひ
まわりを植えました。志穂美さんが取り組む被災地に花と
笑顔を届けるプロジェクトの一環として実施。参加者は「花
が咲く頃にまた見に来たい」と笑顔で話しました。

プロジェクトの一環として菊池第２さくら幼楽園でフラワーアレンジ
メント教室を、隈府小学校ではひまわりの植栽も開催

志
し

穂
ほ

美
み

悦
えつ

子
こ

さんとひまわりを植栽
５月22日・23日　ひまわりプロジェクトin菊池

1

2

3

　くまもと復光祭実行委員会が主催し市総合体育館で開催。
㈳日本プロ野球名球会による野球教室やプロのアスリート
による実演、指導のほか、ステージでは人気バンドのＴＨＥイ
ナズマ戦隊らが登場。フィナーレには花火も行われました。

ボルタリングに熱中。スポーツ体験コーナーでは多くのアトラクショ
ンが並び、子どもたちの笑顔が輝きました

スポーツとエンターテイメントの祭典
５月13日　くまもと復光祭
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7月2２日
㈰

菊陽中部クリニック（内） 菊陽町 096（232）1566

七城木村クリニック（内） 菊池市 0968（26）9555

柴田整形外科（整・リハ） 合志市 096（346）5500

松岡耳鼻咽喉科医院（耳） 菊陽町 096（232）5011

山口歯科医院 菊陽町 096（232）4456

７月２９日
㈰

河野内科クリニック（内・呼内・ア・循内・消
内・神内・小） 菊陽町 096（233）1717

隈部医院（内・消・呼・放） 菊池市 0968（25）2851

樽美外科整形外科医院（整・リハ・外） 大津町 096（293）2100

いのうえ眼科（眼） 合志市 096（344）1311

Ｙ’ｓ歯科 大津町 096（294）8118

８月５日
㈰

牧診療所（内） 菊池市 0968（25）2317

宮原内科皮フ科医院（内・皮） 菊陽町 096（232）8383

庄嶋医院（胃・肛・外） 合志市 096（242）3388

たに耳鼻咽喉科アレルギー科（耳・ア） 菊陽町 096（233）3387

たかはし歯科医院 菊池市 0968（38）5199

８月11日
㈯㈷

赤星医院（内・呼） 菊池市 0968（25）2738

仁誠会クリニック光の森（腎内） 菊陽町 096（285）3466

たがみクリニック（内・胃・外） 菊池市 0968（24）5353

ちが産婦人科医院（産・婦） 菊陽町 096（232）9131

7月１日
㈰

三隅内科医院（内） 合志市 096（248）6161

本多内科胃腸科医院（内） 菊陽町 096（232）2021

菊陽あきたクリニック（内・胃・外） 菊陽町 096（232）8333

斎藤産婦人科医院（産・婦） 菊池市 0968（24）1177

ひろ歯科クリニック 菊陽町 096（285）3456

7月８日
㈰

まつもとこどもクリニック（小・ア） 合志市 096（338）8960

たぶち内科循環器科（内・循） 菊陽町 096（233）3588

森本整形外科医院（整・リハ・リウ・形） 合志市 096（242）2231

きくち宮本泌尿器科（泌） 菊池市 0968（24）8101

栄町薬局 菊池市 0968（23）0086

原賀歯科医院 菊池市 0968（25）0202

7月1５日
㈰

宮本内科医院（内） 大津町 096（293）1700

菊池郡市医師会立病院（内） 菊池市 0968（25）2191

岩根クリニック（胃・外・消） 菊池市 0968（25）4230

むさし眼科クリニック（眼） 合志市 096（248）6390

きくち薬局 菊池市 0968（23）6350

熊本調剤薬局菊池店 菊池市 0968(41)5167

荒木歯科医院 菊池市 0968（25）1478

7月1６日
㈪㈷

平山内科クリニック（内・呼内・ア・小） 合志市 096（273）6104

中野クリニック（内・消・腎） 菊池市 0968（25）5861

川口病院（外・内・整） 菊池市 0968（25）2230

黒川産婦人科医院（産・婦） 菊池市 0968（25）1071

休日在宅当番医

※ 当番医は変更される場合があります。最新情報は、地域救急医
療情報センター（菊池広域連合消防本部）☎096(232)9331
でご確認ください。

これまでの記事はホームページでも見ることができます。
▼市長室へようこそ「メッセージ」
http://www.city.kikuchi.lg.jp/q/list/305.html

市長からのメッセージ

江頭　実vol.51

◆
熊
本
地
震
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
菊
池

渓
谷
が
、
こ
の
春
２
年
ぶ
り
に
再
開
し
ま
し

た
。
こ
の
間
は
本
市
観
光
業
の
歴
史
の
中
で

最
も
苦
し
い
時
期
で
し
た
が
、
反
面
プ
ラ
ス

に
つ
な
が
る
二
つ
の
動
き
が
出
て
き
ま
し
た
。

◆
一
つ
は
、
菊
池
渓
谷
に
頼
り
き
っ
た
体
質

を
改
善
し
よ
う
と
、
観
光
協
会
な
ど
を
中
心

に
菊
池
一
族
と
延
寿
鍛
冶
展
の
よ
う
な
新
し

い
試
み
が
本
格
化
し
た
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、

渓
谷
の
復
旧
支
援
を
広
く
訴
え
る
こ
と
で

フ
ァ
ン
づ
く
り
を
進
め
る
契
機
と
な
っ
た
こ

と
で
す
。
◆
東
京
な
ど
で
の
菊
池
白
龍
の
公

演
で
は
菊
池
渓
谷
の
た
め
に
多
く
の
寄
付
金

が
集
ま
り
ま
し
た
。
他
に
も
、
菊
池
フ
ァ
ン

の
音
楽
家
が
中
心
と
な
っ
て
、
東
京
で
渓
谷

再
開
の
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ

ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ
ま
し
た
。
初
め
て
見
る

菊
池
渓
谷
の
映
像
に
、ほ
と
ん
ど
の
方
が
「
こ

ん
な
場
所
が
あ
っ
た
の
か
」
と
た
め
息
を
つ

か
れ
ま
す
。
ス
イ
ス
の
若
手
有
力
ピ
ア
ニ
ス

ト
は
２
年
連
続
で
菊
池
に
駆
け
つ
け
て
、
無

料
コ
ン
サ
ー
ト
で
私
た
ち
を
応
援
し
て
く
れ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
の
お
蔭
か
、
渓

谷
の
再
開
後
、
来
場
者
数
は
震
災
前
の
２
割

増
し
と
好
調
で
す
。
◆
見
ず
知
ら
ず
の
方
々

か
ら
こ
の
よ
う
な
無
償
の
支
援
が
い
く
つ
も

続
く
こ
と
は
嬉
し
い
驚
き
で
す
。
菊
池
渓
谷

に
は
人
の
心
を
魅
了
す
る
不
思
議
な
パ
ワ
ー

が
あ
る
か
ら
で
す
が
、
知
ら
れ
な
け
れ
ば
存

在
し
な
い
の
と
同
じ
で
す
。
発
信
、
発
信
、

ま
た
発
信
！
渓
谷
の
マ
ジ
ッ
ク
パ
ワ
ー
を
生

か
す
の
は
、
私
た
ち
の
汗
の
量
次
第
で
す
。

菊池渓谷のマジックパワー

大
おお

村
むら

彩
あや

夏
か

ちゃん（○菊 玉祥寺） 川
かわ

口
ぐち

結
ゆ

愛
あ

ちゃん（○菊 北宮）
3歳 H27年7月16日生まれ 3歳 H27年7月15日生まれ

川
かわ

越
ごえ

ちひろちゃん（○泗 田島団地）
2歳 H28年7月6日生まれ

横
よこ

山
やま

凜
りん

香
か

ちゃん（○菊 切明）
2歳 H28年7月4日生まれ

古
ふる

江
え

柚
ゆず

菜
な

ちゃん（○菊 西正観寺） 松
まつ

岡
おか

星
ひか

里
り

ちゃん（○菊 野間口）
3歳 H27年7月11日生まれ 2歳 H28年7月1日生まれ

片
かた

山
やま

翔
しょう

太
た

郎
ろう

くん（○菊 下西寺） 川
かわ

口
ぐち

三
さん

史
し

郎
ろう

くん（○菊 袈裟尾）
2歳 H28年7月21日生まれ 3歳 H27年7月28日生まれ

荒
あら

木
き

彩
さ

月
つき

ちゃん（○菊 高野瀬）
3歳 H27年7月25日生まれ

松
まつ

本
もと

星
せ

那
な

ちゃん（○菊 大琳寺）
2歳 H28年7月5日生まれ

石
いし

渕
ぶち

愛
え

麻
ま

ちゃん（○七 荒牧） 松
まつ

岡
おか

龍
りゅう

之
の

介
すけ

くん（○菊 上西寺）
3歳 H27年7月27日生まれ 1歳 H29年7月11日生まれ

山
やま

本
もと

遥
はる

己
き

くん（○泗 村吉）
3歳 H27年7月5日生まれ

岡
おか

本
もと

咲
えみ

李
り

ちゃん（○菊 亘）
1歳 H29年7月13日生まれ

大
おお

島
しま

裕
ひろ

翔
と

くん（○泗 村吉）
1歳 H29年7月11日生まれ

佐
さっ

々
さ

花
はな

陽
び

ちゃん（○菊 袈裟尾）
2歳 H28年7月21日生まれ

早
はや

木
き

皓
こう

祐
すけ

くん（○菊 北古閑）
1歳 H29年7月15日生まれ

片
かた

山
やま

乙
おと

愛
あ

ちゃん（○菊 木柑子）
1歳 H29年7月26日生まれ

池
いけ

上
がみ

昇
しょう

利
り

くん（○菊 北宮）
1歳 H29年7月12日生まれ

福
ふく

田
だ

琉
りゅう

真
しん

くん（○菊 北原）
1歳 H29年7月12日生まれ

信
のぶ

岡
おか

慶
けい

多
た

くん（○菊 上西寺）
1歳 H29年7月16日生まれ

藤
ふじ

本
もと

鈴
すず

夏
な

ちゃん（○菊 北宮）
2歳 H28年7月6日生まれ2歳 H28年7月11日生まれ

幸
ゆき

恵
え

夏
なつ

妃
き

ちゃん（○菊 大琳寺）

ホームページから応募できます。
詳しくはお問い合わせください。

問市長公室広報交流係
☎0968（25）7252

ハッピー・バースデーに
写真を掲載しませんか？
平成30年8月中に誕生日を迎
える３歳までの子どもの写真
を募集しています!
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